
安心できるまち、人が集まるまちへ
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－今月の表紙－

今月の表紙は、 広島の被

爆桜に触れる子どもたちで

す。 子どもたちは、 被爆

桜との触れ合いを通じて、

遠い過去の悲劇と平和の

大切さを学ぶとともに、 力

強く生き続ける桜から希望

を見つけ出しました。

目　次

CONTENTS

３ トピック①

令和５年度広島平和記念式典小中学生派遣事業

〜今、 平和への想いを一つに〜

８ 市からのお知らせ

15 情報BOX ／市民伝言板

21 相談窓口＆救急医療情報

28 イワタフォトニュース

26 健幸plus＋/みんなのSDGs

27 いわたで遊ぼう＆きょうも♪たのしっぺい

22 みんなで子育て／いっしょに読もっ

25 スポトピ／市長コラム

30 イワタノゴハン

鮭の香草焼き

30 編集後記／広報クイズ

６ トピック②

災害から大切な命を守るために

24 ジュビロ×レヴズ

広報紙をもっと楽しむ

各情報にある 「ページ番号」 を市ホームページ

の 「ページ番号検索」 に入力して検索すると、

簡単に目的のページを探すことができます。

ホームページ連携

ページ番号 1000038

納付は、 口座振替やスマートフォン決済が便利

です。

問収納課☎ 37-4810 ＦＡＸ 36-6310

市税の納期限

（−87人）

(−26人）

(−61人）

※住民基本台帳調べ （外国人市民含む）

※ （　） 内は前月比

人口 166,991人

男　　84,507人

女　　82,484人

世帯 70,885世帯 （+1世帯）

人の動き（7月末現在）

【市役所本庁舎】

毎週木曜日 午後5時15分〜7時

毎月第2日曜日 午前8時30分〜正午

※市民課では旅券業務など一部の業務は取

り扱いできません。 市税課では一部の証

明書発行業務を取り扱っています

問市民課☎ 37-4816　ＦＡＸ 37-2871

市税課☎ 37-3767　ＦＡＸ 33-7715

市民課・市税課の時間外窓口

広報いわたを漫才で紹介

広報いわたをスマートフォンな

どで読めるアプリ「広報プラス」

をぜひご利用ください。

広報いわたの内容を磐田市出身

のお笑いコンビ「ヴィレッジ」が

漫才で楽しく紹介します。

毎月の発行日に合わせて市公式

　　　　  YouTubeチャンネル

　　　　「磐田ＴＶ」で公開しています。

　　　　ぜひご覧ください。

▲磐田TV

広報プラス ページ番号 1011301

▲広報プラス

市県民税 （第３期）

国民健康保険税 （第 4 期）

【10 月 31 日㈫】
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令和 5 年度広島平和記念式典小中学生派遣事業
～今、平和への想いを一つに～

昭和 20 年 （1945 年） 8 月 6 日午前 8 時 15 分。 広島の街に原子爆弾が投下され、

一瞬で大切な人の命と日常が奪われました。

あれから 78 年。 広島市で毎年開催されている広島平和記念式典への小中学生派遣も

本年度で 12 回目を迎えました。

今も核兵器の拡散が懸念され、 世界各地で繰り返される紛争では、 尊い命が奪われ、

多くの人が傷ついています。

そうした中、 磐田市の未来を担う子どもたちが、 被爆地 ・ 広島でどのような体験をし、

何を学び、 どのように感じたのかを紹介します。

令和 5 年度広島平和記念式典小中学生派遣団
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磐
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磐
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岩
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湊
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岡
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岡
北
小
）

森
田　

唯
斗
（
磐
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5
広
報 4

広
報2023年（令和5年）9 月号 2023年（令和5年）9月号5

広
報 4

広
報2023年（令和5年）9 月号 2023年（令和5年）9月号

　

爆
心
地
か
ら
約

2

㎞
に
あ
る
安
田
女
子
高
等

学
校
に
は
「
被
爆
桜
」
と
呼
ば
れ
る
桜
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
桜
の
木
も
被
爆
し
ま
し
た
が
、
今
で
も

春
に
な
る
と
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
被
爆
桜
の
前
で
、
同
校
の
生
徒
会

か
ら
被
爆
し
た
当
時
の
話
を
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

磐
田
市
と
の
つ
な
が
り
は
、
平
成
22
年
度
の
平

和
記
念
式
典
で
偶
然
お
話
を
し
た
生
徒
さ
ん
と
の

交
流
が
き
っ
か
け
で
、
平
成
23
年
度
か
ら
訪
問
を

　

平
和
記
念
公
園
は
8
月
6
日
㈰
に
行
わ

れ
る
平
和
記
念
式
典
に
向
け
て
、
平
和
へ

の
想
い
と
祈
り
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
公
園
は
、
昭
和
24
年
８
月
６

日
(
1
9
4
9

年
)
の
広
島
平
和
記
念
都

市
建
設
法
の
制
定
に
伴
い
、
こ
の
地
区
一

帯
が
平
和
記
念
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
方
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
公
園
内
に

あ
る
平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
慰
霊

碑
や
記
念
碑
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

公
園
の
象
徴
で
あ
る
「
原
爆
ド
ー
ム
」
は
、

当
時
、
原
爆
投
下
に
よ
り
一
瞬
に
し
て
大

破
し
ま
し
た
が
、
爆
風
を
真
上
か
ら
受
け

た
た
め
、
壁
の
一
部
と
ド
ー
ム
の
鉄
枠
は

倒
壊
を
免
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

原
爆
ド
ー
ム
の
迫
力
を
感
じ
な
が
ら
当
時

を
思
い
、
静
か
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

公
園
内
に
あ
る
「
原
爆
の
子
の
像
」
は

被
爆
し
白
血
病
で
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
霊
を
慰
め
、
平
和
を
呼
び
か
け
る
た

め
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
原
爆
の
子
の
像

の
周
辺
に
は
多
く
の
折
り
鶴
が
捧
げ
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
も
各
学
校
で
、
平
和
を
祈
っ

て
折
ら
れ
た
千
羽
鶴
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
、
核
兵
器
と
戦

争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
願
っ
て
作
ら
れ

た
「
平
和
の
鐘
」
を
み
ん
な
で
心
を
込
め

て
突
き
ま
し
た
。

安
田
女
子
高
等
学
校
訪
問

し
て
い
ま
す
。
安
田
女
子
高
等
学
校
で
は
、
被
爆

桜
の
命
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
桜
の
苗
木
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
苗
木
は
磐
田
市
に
も
届

け
ら
れ
、
市
内
の
小
中
学
校
や
か
ぶ
と
塚
公
園
に

植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
原
爆
投
下
に
よ
り
亡
く
な
っ

た
生
徒
、
職
員
の
た
め
の
慰
霊
碑
に
千
羽
鶴
を
奉

納
し
、
当
時
を
知
っ
て
い
る
被
爆
桜
の
幹
を
触
り
、

今
で
も
花
を
咲
か
せ
る
樹
木
の
生
命
力
と
力
強
さ

を
感
じ
、
平
和
へ
の
想
い
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。

平
和
記
念
公
園
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平
和
記
念
資
料
館

　

資
料
館
に
は
、
原
爆
投
下
ま
で
の
経
緯
、

被
爆
者
の
遺
品
や
被
爆
の
惨
状
を
示
す
写

真
・
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
火
傷
に
あ
え
ぐ
被
爆

者
や
広
島
の
惨
状
の
写
真
を
息
を
呑
む
よ

う
に
見
つ
め
、
あ
ら
た
め
て
原
爆
の
恐
ろ

し
さ
、
戦
争
の
残
酷
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
㈰
、
午
前
８
時
か
ら
平
和

記
念
公
園
で
行
わ
れ
た
平
和
記
念
式
典

に
は
、
被
爆
者
や
遺
族
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
各
国
の
代
表
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
元
の
小
学
生
代

表
に
よ
る
「
平
和
の
誓
い
」
で
の
「
身

近
に
あ
る
平
和
を
つ
な
い
で
い
く
た
め

に
一
人
ひ
と
り
が
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
平
和
だ
と
思
え
る
未
来
を
、
広

島
を
生
き
る
私
た
ち
が
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
。
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
平
和
に

対
す
る
強
い
意
思
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

平
和
記
念
式
典

　

　

原
爆
投
下
と
同
じ
時
刻
の
午
前
８
時
15

分
に
1
分
間
の
黙
と
う
を
行
い
、
平
和
記

念
公
園
は
祈
り
と
静
寂
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
も
厳

お
ご
そ

か
な
雰
囲
気
の
中
、

平
和
を
思
い
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

広島での体験を通して
　この 2 日間で、 平和の大切さ、 核兵器の恐ろしさを肌で感じま

した。 これがもし自分だったらどうすることもできなかったと思いま

す。 今、 僕たちが暮らしている世界も一見平和で公平に見えます。

しかし、 今も戦争で苦しんでいる人たちがいると考えると、 決して

平和、 公平な世界ではないと思います。 だからこそ、 この 2 日間

で学んだ命の大切さ、 命の重さを世界に訴えていく必要がありま

す。 その第一歩が身近な人に伝えることだと僕は考えます。 そし

て一人、 また一人と平和の大切さ、 命の重さが伝っていき、 最終

的に世界に伝わっていけばいいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大藤小学校 6 年　堀内　優
ゆ づ き

月さん）

　今回このような機会をいただくことができ、 今まで知らなかったこ

とについて、 多くを知ることができました。

　安田女子高校では、 平和に暮らすことの大切さを改めて知ること

ができました。 平和記念資料館では、 原爆の恐ろしさを肌で感じ

ることができました。 そして、 平和記念式典のこども代表の言葉で、

広島の子どもたちは自分たちにできることを考え、 行動しているこ

とに驚きました。 今回学んだことを周りに伝え、 今の自分たちに何

ができるのか、 どのようにして次の世代につないでいくかを考えて

もらえるようにしていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（城山中学校３年　杉浦　亜
あ も ん

門さん）

ト
ピ
ッ
ク 

①　
広
島
平
和
記
念
式
典
派
遣
事
業　
今
、
平
和
へ
の
想
い
を
一
つ
に



南海トラフ巨大地震

災害から
大切な命を守るために

ーまさかは突然やってくるー

トピック②

風水害

市内被害想定

震度階級

推定震度分布図

最大浸水深 (m)

　南海トラフ巨大地震の発生確率は、今後 30 年

以内に 70％～ 80％とされています。市内の約 8

割の地域で震度７の揺れ、沿岸地域では 12 ｍ（最

大津波高）の津波が地震発生から 19 分で襲来し、

市内に甚大な被害をもたらすと想定されています。

　磐田市は、地形、地質、気象などの自然的条件から、北地区

の山地や磐田原台地では土砂災害、遠州灘に面した南地区では

津波災害など、さまざまな自然災害が想定されています。

　市内には１級河川の天竜川、２級河川の太田川、

そのほか仿僧川や今ノ浦川などが流れており、市内

の低地ではほとんどの地域が浸水想定区域となって

います。

　また、土砂災害のおそれがある区域として 347

カ所の土砂災害警戒区域が指定されています。

建物被害
全壊 27,000 棟

半壊 16,000 棟

人的被害

死者 1,900 人

重症者 2,400 人

軽傷者 4,100 人

7

6 強

6 弱

5 強

5 弱

10-20

5-10

3-5

2-3

1-2

0.3- 1

0.01- 0.3

出典：静岡県第４次地震被害想定

▲令和４年台風第 15号による被害（神増地区）

01 磐田市内の災害想定

問危機管理課 （防災センター 2 階）　

☎ 0538-37-2114　ＦＡＸ 0538-32-0177

推定津波浸水域図

※竜洋地区
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災害に備えて、

これまでの磐田市の取り組み

自分の命は自分で守るために

災害リスクを知ろう 避難場所や連絡方法を確認しよう

１週間分の備蓄をしよう 情報収集をしよう

　市では、想定される地震・津波、風水害に備えて、ハード・

ソフトを組み合わせた防災対策、減災対策を進めています。

　大規模災害時では、「公助（行政支援）」に限界がありま

す。自分の命は自分で守る「自助」は防災の基本です。自

分の命を守ることは、家族や友人、隣人などを助け、協力

し合う「共助」に繋がり、地域の防災力を高めることがで

きます。

　自宅や職場、学校などにどのよう

な災害リスクがあるか、ハザードマ

ップで確認しましょう。

　自宅や職場など、それぞれの避難

場所や避難経路を決めましょう。ま

た、災害時の安否や所在の確認方法

を家族で話し合っておきましょう。

　ライフラインが止まった場合に備

えて、飲料水や食料、携帯トイレな

どを「家族の人数×１週間分」備蓄

しておきましょう。

　緊急情報は、同報無線などでお知

らせしますが、自ら積極的に情報を

収集するように努めましょう。避難

情報、気象情報などから自分で気付

き、考え、行動することが大切です。

南海トラフ巨大地震

への対策

・海岸防潮堤の整備

・津波避難施設の整備 ①

・公共建築物の耐震化

・磐田市地震・津波対策アクシ

ョンプログラムの推進

・SNS 情報集約サービスの導入 ③

・浸水センサの設置

・車中および車両の一時避難場所の

確保

・指定緊急避難場所の見直し

・防災備蓄ステーションの設置

・避難所機能の充実 ②

・SNS による情報発信

・民間企業などとの災害時応援

協定の締結

地震 ・ 風水害への対策

自分の身は

自分で守る

地域などで

協力し合う

市や消防機関など

行政による対策 ・ 救援

地域の防災力

自助 共助

公助

▲津波避難タワー ▲災害用マンホールトイレ ▲SNS情報集約サービスの導入

▲ハザードマップ

▲LINE

▲ホッと
メール

など

風水害への対策

02

① ② ③

 

ト
ピ
ッ
ク
②　

災
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
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磐
田
市
の
中
学
校
部
活
動
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
時
代
へ
！

中
学
生
の
放
課
後
活
動
を
見
直
し
て
い
き
ま
す 放課後活動課

( 西庁舎 3 階 )

0538-37-4828

0538-36-1517

☎

ＦＡＸ

少
子
化
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
活
動
環
境
の
継
続
が
困
難
な
こ
と
、
教
員
の
業
務
負
担
の

状
況
を
背
景
に
、
学
校
だ
け
で
は
部
活
動
を
十
分
に
支
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
中
学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
・
地
域
移
行
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
は
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
段
階
的
な
部
活

動
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
5
年
度
に

「
地
域
連
携
強
化
型
部
活
動
」、
令
和
8
年
に
は

地
域
ク
ラ
ブ
活
動

「Ｓス

ポ
Ｐ
Ｏ
☆
Ｃカ

ル
Ｕ
Ｌ　

Ｉ
Ｗ
Ａ

Ｔ
Ａ

（
仮
称
）」
を
全
市
に
展
開
し
て
い
く
予

定
で
す
。

地
域
連
携
強
化
型
部
活
動
と
は

　

部
活
動
の
指
導
や
運
営
を
教
員
だ
け
で
は
な

く
、
部
活
動
指
導
員
や
外
部
指
導
者
と
い
っ
た
、

地
域
の
指
導
者
に
携
わ
っ
て
も
ら
い
、
近
隣
の

学
校
と
の
合
同
練
習
や
合
同
部
活

（
チ
ー
ム
）

も
含
め
地
域
と
連
携
し
た
部
活
動
を
行
い
ま
す
。

「Ｓス

ポ
Ｐ
Ｏ
☆
Ｃカ

ル
Ｕ
Ｌ　

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ

（仮
称
）」
と
は

　

子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
に
親

し
む
機
会
を
確
保
し
、
学
校
の
枠
を
超
え
て
仲

間
と
と
も
に
親
し
み
、
楽
し
み
、
挑
戦
で
き
る

新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
で
す
。
市
が
中
心
と

な
っ
て
、
地
域
団
体
と
協
力
し
、
公
民
連
携
の

も
と
、
学
校
部
活
動
の
種
目
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
や
り
た
い
活
動
を
選
択

し
て
取
り
組
め
る
体
制
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

ページ番号

1012656

移
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

令
和
5
年
か
ら
7
年
ま

で
の
3
年
間
は
地
域
連

携
強
化
期
間
と
し
て
部

活
動
指
導
員
の
活
用
や

合
同
部
活
に
取
り
組
み
、

令
和
8
年
か
ら
休
日
の

学
校
部
活
動
を
地
域
移

行
し
て
い
く
予
定
で
す
。

平
日
の
学
校
部
活
動
は

当
面
継
続
し
ま
す
。

　

新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ

「
Ｓス

ポ
Ｐ
Ｏ
☆
Ｃカ

ル
Ｕ
Ｌ　

Ｉ

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ

（
仮
称
）」
の

活
動
は
、
令
和
6
年
度

か
ら
段
階
的
に
展
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。
令

和
13
年
ま
で
に
全
て
の

部
活
動
の
地
域
移
行
を

予

定

し
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
取
り
組
み
の
状

況
に
応
じ
て
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

「Ｓス

ポ
Ｐ
Ｏ
☆
Ｃカ

ル
Ｕ
Ｌ　

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ

（仮
称
）」

の
概
要

①
既
存
の
中
学
校
部
活
動
の
再
編

現
在
の
部
活
動
指
導
員
の
活
用
状
況
を
検
証

し
な
が
ら
、
各
中
学
校
の
部
活
動
の
状
況
や

種
目
の
特
性
に
応
じ
た
地
域
連
携
の
取
り
組

み
を
し
、
再
編
し
ま
す
。

②
地
域
の
活
動
団
体
や
個
人
活
動
者
の
参
画

地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
活
動
団

体
の
把
握
や
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
参
画

し
て
い
た
だ
け
る
ク
ラ
ブ
を
公
募
し
、
そ
れ

ら
の
活
動
を
認
可
し
ま
す
。

新たな地域クラブ

S
ス ポ

PO☆ C
カ ル

UL
IWATA（仮称）

指
導
者
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
指
導
者
を
募
集
し

ま
す
。
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
指
導
者
バ
ン

ク
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
、
中
学
校
部

活
動
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の

指
導
者
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

▲申し込み
　 フォーム

クラブ募集・認可
（一部）
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令和 6 年度

保育園 ・ 認定こども園 ・ 幼稚園の入園募集

幼稚園保育園課

（i プラザ 3 階）

0538-37-2754

0538-37-4631

☎

ＦＡＸ

ページ番号

1004392

募集対象児と対象園　※ 令和 6 年 4 月から入園を希望する方が対象

①保育園 ・ 認定こども園 （保育園枠）

対象児
平成30年4月2日
～令和5年5月1日
に生まれた乳幼児

平成30年4月2日～
令和5年10月1日に
生まれた乳幼児

           平成30年4月2日以降に
           生まれた乳幼児

平成30年4月2日～
令和3年4月1日に
生まれた幼児

令和3年4月2日以降に
生まれた乳幼児

対象園

磐田北保育園

豊田西保育園

二之宮こども園

龍の子幼稚園

豊田北保育園

福田こども園

竜洋東こども園

リーザプレスクール

岩田こども園

めいわ竜洋保育園

こうのとり保育園

いずみ第二保育園

西貝保育園

中泉保育園

バディ保育園

風の森保育園

いずみ保育園

いずみ第三保育園

ひまわり保育園

豊田みなみ保育園

広瀬こども園

豊岡こども園

大藤こども園

青城こども園

豊田南こども園

磐田なかよしこども園

ゆやの里あいむ保育園

にじいろ保育所

ひよこ保育園

りんご保育園

はあとふる保育園

ハッピー保育園

磐田のびやか保育園

ハッピー第 2 保育園

ハッピー第 3 保育園

四季の風保育園

新貝ひよこ保育園

ゆうあい保育園

のっぽ保育園

子育てセンターみなみしま

子育てセンターとみがおか

聖隷こども園こうのとり東

聖隷こども園こうのとり豊田

聖隷こども園こうのとり富丘

②公立幼稚園 ・ 公立認定こども園 （幼稚園枠）

対象児 平成30年4月2日～令和3年4月1日に生まれた幼児

対象園

磐田北幼稚園

竜洋幼稚園

青城こども園

磐田南幼稚園

豊田北部幼稚園

豊岡こども園

向笠幼稚園

豊田東幼稚園

豊田南こども園

長野幼稚園

豊岡南幼稚園

竜洋東こども園

田原幼稚園

大藤こども園

磐田なかよしこども園

東部幼稚園 （※ 1）

福田こども園

二之宮こども園

申し込み

◆募集期間 ・ 時間　10 月 2 日㈪～ 10 月 31 日㈫　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分　（土 ・ 日曜日、 祝日を除く）

◆申込書類　10 月 1 日㈰から幼稚園保育園課、 各支所市民生活課、 ひと ・ ほんの庭　にこっとで配布します。 　

　※ひと ・ ほんの庭　にこっとは、 土 ・ 日曜日、 祝日開館 （月曜日休館）

◆提出方法　必要書類を添えて、 幼稚園保育園課へ提出してください。

　※各支所での申請書類の受け付けは行いません。

　※令和 6 年 5 月以降の入園希望者は、 令和 6 年 2 月以降、 入園希望月の 3 カ月前にお申し込みください。

◆選考方法　世帯の状況や保育を必要とする理由などを考慮し、 必要性の高い方から入園を決定します。 結果は令和 6 年

   1 月末までに申し込み者全員に通知する予定です。 なお、 申し込み者が多数の場合は、 入園できないことがあります。

◆募集期間 ・ 時間　10 月 17 日㈫～ 11 月 17 日㈮ 午前 9 時～午後 4 時 30 分 （土 ・ 日曜日、 祝日および休園日を除く）

　※園の行事などにより振替休日となる日があります。

◆申込書類　10 月 17 日㈫から各幼稚園 ・ 認定こども園で配布します。

◆提出方法　必要書類を全て添えて、 通園を希望する幼稚園 ・ 認定こども園に提出してください。

◆選考方法　申し込み者が募集人数を超えた場合は抽選となります。 抽選に漏れた場合は、 他の幼稚園、 認定こども園に

   申し込むこともできます。

◆その他　

　 ・ 市内全域の公立幼稚園 ・ 認定こども園から選択できます。 （通園区の自由化）

　 ・ 複数の園への申し込みや私立認定こども園の幼稚園枠との併願はできません。

　 ・ 私立の幼稚園 ・ 認定こども園 （幼稚園枠） の申し込み方法は各園にお問い合わせください。

①
保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

（保
育
園
枠
）

②

公
立
幼
稚
園

（※ 1） 令和 7 年度、 民営化予定

公
立
認
定
こ
ど
も
園

（
幼
稚
園
枠
）
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臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
表
示
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
意
思
表
示
で
、
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す

病院総務課

0538-38-5000

0538-38-5050

☎

ＦＡＸ

　

臓
器
移
植
と
は
、
病
気
や
事
故
な
ど
に
よ
っ
て

臓
器
機
能
が
低
下
し
た
た
め
に
手
厚
い
医
療
で
し

か
日
常
生
活
を
送
れ
な
い
、
も
し
く
は
余
命
数
年

以
内
と
想
定
さ
れ
る
患
者
に
対
し
、
臓
器
を
移
植

す
る
こ
と
で
健
康
を
回
復
さ
せ
る
医
療
で
す
。

移
植
を
受
け
ら
れ
る
人
は
全
体
の
約
3
％

臓
器
移
植
を
希
望
し
て
い
る
患
者

（
移
植
待
機

患
者
）
は
全
国
で
約
１
万
６
千
人
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
臓
器
移
植
を
受
け
ら
れ
る
人
は
1
年
間
に
約

４
０
０
人
、
年
間
約
３
%
で
す
。
特
に
腎
臓
の
移

植
を
待
機
し
て
い
る
方
が
多
く
、
待
機
期
間
は
平

均
約
14
年
８
カ
月
に
な
り
ま
す
。

磐
田
市
立
総
合
病
院
の
取
り
組
み

磐
田
市
立
総
合
病
院

（
以
下
：
市
立
病
院
）
は
、

臓
器
移
植
法
に
基
づ
い
た
臓
器
提
供
施
設
で
、
県

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
院
内
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
看
護
師
を
は
じ
め
臨
床
工
学
技
士
、
臨
床
検

査
技
師
な
ど
７
人
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
通
常
業
務
に
加
え
、
臓
器
を
提
供
し
た
い
と
い

う
人

（
ド
ナ
ー
）
か
ら
臓
器
移
植
を
希
望
す
る
人

（
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
）
に
最
善
の
方
法
で
臓
器
が
提
供

さ
れ
る
よ
う
に
橋
渡
し
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

ま
た
、
移
植
医
療
や
臓
器
提
供
意
思
表
示
の
普
及

啓
発
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
一
環
で
、
10
月
の
臓
器
移
植

普
及
推
進
月
間
に
合
わ
せ
て
、
今
年
は
市
立
病
院

正
面
玄
関
前
の
看
板
を
移
植
医
療
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
の
緑
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
予
定
で
す
。

意
思
表
示
を
し
よ
う

臓
器
提
供
は
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
ご
家
族
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
臓
器
提
供
が

で
き
る
段
階
で
は
意
思
表
示
が
困
難
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
た
め
、

臓
器
提
供
に
関
す
る
自
分
の
意
思
を
あ
ら
か
じ
め

表
示
す
る
こ
と
、
ご
自
身
の
意
思
を
ご
家
族
と
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

意
思
表
示
の
方
法

①
意
思
表
示
欄
へ
記
入

健
康
保
険
証
・
運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
あ
る
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
に
記
入

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
登
録

「
臓
器
提
供
意
思
登
録
」
と
検
索
し
て
日
本
臓

器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

③
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
へ
記
入

医
療
機
関
な
ど
で
配
布
さ
れ
て
い
る
臓
器
提
供

意
思
表
示
カ
ー
ド
へ
記
入

い
ず
れ
の
方
法
も
、
臓
器
提
供
へ
の
考
え
方
が

変
わ
っ
た
場
合
は
何
度
で
も
変
更
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
特
記
欄
に

「
親
族
優
先
」
と
記
入
す
る

こ
と
で
、
親
族
優
先
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

臓
器
提
供
意
思
表
示
は
、
大
人
だ
け
に
限
り
ま

せ
ん
。
小
児
の
臓
器
移
植
の
場
合
は
同
じ
く
ら
い

の
体
格
の
方
か
ら
の
臓
器
が
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
小
児
が
ド
ナ
ー
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

臓
器
を
提
供
す
る
意
思
表
示
は
15
歳
以
上
が
有

効
で
す
が
、
提
供
し
な
い
と
い
う
意
思
表
示
に
つ

い
て
は
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
有
効
で
す
。
な
お
本

人
か
ら
の
提
供
し
な
い
と
い
う
意
思
表
示
が
な
け

れ
ば
15
歳
未
満
で
も
家
族
が
承
諾
す
る
こ
と
で
提

供
可
能
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
意
思
表
示
で
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ご
家
族
で
臓
器
移
植
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲グリーンリボンキャンペーンの

 天使 「ハーティ」

移植待機患者の平均待機期間

（2021 年１２月現在）

肺 ・ 心肺 約２年５カ月

心臓 ・ 心肺 約３年５カ月

肝臓 ・ 肝腎 約１年３カ月

膵臓 ・ 膵腎 約３年３カ月

腎臓 約１４年８カ月

小腸 約８カ月

▲出典 ： （公社） 日本臓器移植ネットワーク

 ホームページより抜粋
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９
月
21
日
は

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

高齢者支援課

（i プラザ３階）

0538-37-4831

0538-37-6495

☎

ＦＡＸ

9
月
は

「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」、
9
月

21
日
は

「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
と
し
て

世
界
各
国
で
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

高
齢
化
に
伴
い
、
今
後
も
認
知
症
と
診
断
さ
れ

る
方
が
増
加
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何
か
特
別
な
こ
と
を

す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知
症
の
方
や

家
族
を
温
か
い
目
で
見
守
る

「
応
援
者
」
で
す
。

周
り
の
人
に
認
知
症
の
知
識
を
伝
え
る
、
認
知
症

の
方
や
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
よ
う
に
努
め

る
、
隣
人
や
ま
ち
で
働
く
人
と
し
て
手
助
け
す
る

な
ど
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

認
知
症
を
地
域
で
支
え
よ
う
と
市
内
の
学
校
や

地
域
の
団
体
、
企
業
で
講
座
を
受
講
す
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
に
は
１
万
９
５
２
１

人

（
令
和
５
年
３
月
末
時
点
）
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
が
い
ま
す
。

ページ番号

1009989

講
座
は
、
地
域
で
支
え
あ
う
た
め
に
自
治
会
や

職
場
な
ど
、
10
人
以
上
の
団
体
を
対
象
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
次
の
ス
テ
ッ
プ

「チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
と
は
、
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講

座
」
を
受
講
し
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
チ
ー
ム

を
組
み
、
認
知
症
の
人
や
家
族
に
対
す
る
生
活
面

の
支
援
な
ど
を
行
う
取
組
み
で
す
。

市
内
で
も
今
後
、
チ
ー
ム
を
作
り
、
で
き
る
範

囲
で
認
知
症
の
人
や
家
族
の
身
近
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

「チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の
活
動
内
容

認
知
症
に
な
る
と
、
す
ぐ
に
何
も
で
き
な
く
な

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
の
理
解
や
、
少
し

の
手
助
け
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

地
域
の
認
知
症
の
人
の

「
や
り
た
い
」「
続
け
た

い
」
を
助
け
る
た
め
の
活
動
で
あ
れ
ば
、
決
ま
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
内
で
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の

実
施
や
居
場
所
づ
く
り
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

見
守
り
オ
レ
ン
ジ
シ
ー
ル
に
つ
い
て

認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
行
方
不
明
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
「
見
守
り
オ

レ
ン
ジ
シ
ー
ル
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
の
際
に
登
録
し
た
情
報
を
関
係
機
関
と
共

有
し
、
地
域
で
の
見
守
り
、
行
方
不
明
者
の
早
期

発
見
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

▲中学校での認知症サポーター養成講座の様子

▲ 「磐田市」 ＋ 「登録番号」 が書かれた

 オレンジ色のシール

合
言
葉
は

「お
じ
い
さ
ん
」

認
知
症
の
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
基
本
的
に
付

き
合
い
方
を
変
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
の
方
に
接
す
る
時
は
、
本
人
の
心
情
に

寄
り
添
い
な
が
ら

「お
」　

お
ど
ろ
か
せ
な
い

「じ
」　

自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

「い
」　

急
が
せ
な
い

さ
ん

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
は

「
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
病
気
」
で

す
。
認
知
症
の
人
や
そ
の
ご
家
族
に
寄
り
添
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う

「ふ
る
さ
と
先
生
」
の
募
集

 

市
で
は
、
個
に
寄
り
添
っ
た
指
導
・
支
援
体

制
を
整
え
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
か

な
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
磐
田
市
教
育
委

員
会
が
掲
げ
る

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
未
来
を

ひ
ら
く
、
心
豊
か
な
磐
田
市
民
」
に
向
か
う
児

童
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
の
実
施
や
地
域
社
会

全
体
で
子
ど
も
の
教
育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い

う
基
本
理
念
の
も
と
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
担
い
手
と
し
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
磐
田
市
費
負
担
教
員

「
ふ
る

さ
と
先
生
」
を
募
集
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
先
生
の
魅
力

①
安
定
し
た
勤
務

 

勤
務
実
績
、
健
康
状
態
な
ど
に
よ
り
、
３
年

間
ま
で
継
続
し
て
勤
務
で
き
ま
す
。
都
道
府
県

の
正
規
職
員
を
目
指
す
方
に
と
っ
て
、
安
心
し

て
挑
戦
し
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。
ま
た
、

給
料
お
よ
び
勤
務
時
間
な
ど
は
原
則
と
し
て
、

県
費
臨
時
的
任
用
講
師
と
同
等
で
す
。

②
ふ
る
さ
と
礎

い
し
ず
え

プ
ラ
ン

 

育
成
指
導
主
事
が
学
校
を
訪
問
し
、
個
別
課

題
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。
授
業
や
学
級

経
営
な
ど
、
基
礎
・
基
本
か
ら
教
え
ま
す
。

 

ま
た
、
研
修
会
で
教
員
の
勤
務
・
服
務
に
つ

い
て
知
っ
た
り
、
学
級
経
営
や
授
業
づ
く
り
の

方
法
な
ど
、
日
々
の
指
導
に
役
立
つ
こ
と
を
学

べ
た
り
し
ま
す
。

③
ふ
る
さ
と
教
師
塾

 

年
間
６
回
程
度
の
研
修
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

0538-37-2760

0538-36-3205

☎

ＦＡＸ

学校教育課

（西庁舎 3 階）

ふ
る
さ
と
先
生
を
は
じ
め
、
臨
時
講
師
、
県
内
外

の
学
生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
集
ま
り
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ページ番号

1007386

募
集
内
容
に
つ
い
て

◎
募
集
教
員

 

⑴
小
学
校
教
員

 

⑵
中
学
校
教
員

 

⑶
小
・
中
学
校
共
通
教
員

◎
採
用
予
定
人
数

 

合
計
12
人
程
度

◎
必
要
免
許
状

 

⑴
小
学
校
教
諭
普
通
免
許
状

 

⑵
中
学
校
教
諭
普
通
免
許
状

 

⑶
小
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
お
よ
び
中
学  

　

 

校
教
諭
普
通
免
許
状

◎
受
付
期
間

 

8
月
1
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈫

◎
選
考
試
験

 

12
月
9
日
㈯
・
10
日
㈰

◎
合
格
発
表

 

1
月
26
日
㈮

◎
申
込

 

10
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
子
申
請
で

◎
そ
の
他

 

詳
細
は
市
教
育

 

委
員
会
の
ホ
ー
ム

 

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

 

く
だ
さ
い

▲ホームページ
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生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

　
　
　
　

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

堆
肥
化
容
器
で
ご
み
出
し
が
楽
に
！

ごみ対策課

（磐田市クリーンセンター内）

0538-37-4812

0538-36-9797

☎

ＦＡＸ

ページ番号

1001491

 

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

ご
み
減
量
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
生
ご
み
堆

肥
化
容
器

（コ
ン
ポ
ス
ト
）
の
購
入
費

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

 

家
庭
で
出
る
生
ご
み
を
良
質
な
堆

肥
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

私も使っています

ごみ対策課　池田主任

コンポストを数年前から使用

しています。 臭いも気になら

ず、 生ごみを入れて混ぜるだ

けと手軽に可燃ごみの削減が

できるのでおすすめです。 ご

み出しが本当に楽ですよ。

生ごみ堆肥化容器の
購入費補助制度

▲

対象となる物

 ・ コンポスト型容器          ・ EM ぼかし容器

庭や畑のない場所で

設置できる密閉され

た容器

底部がなく地面に

直接設置する容器

▲

対象者

 市内在住者

▲

補助額

・1 基あたり容器購入費用の２分の１で上限 3,000

円 (100 円未満切り捨て）

※商品券や各店が発行するポイントなどで支払わ　  

　 れた部分は対象外

・ 年度ごとに１世帯２基まで

▲

申請

・ ごみ対策課、 環境課、 各支所の窓

　口で申請

・ 市ホームページより電子申請も可

※電気を使用する生ごみ処理機は除く

▲電子申請

 

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
ご
み
の
減
量
の
た
め
、
ご

自
宅
で
伐
採

・
剪
定
し
た
枝
木
、
刈
草
が
大
量
に

あ
る
場
合
は
、
左
記
の
民
間
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

（磐

田
市
指
定
再
生
活
用
業
者
）
へ
搬
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
ご
み
焼
却
量
が

減
少
し
、
C
O
2
削
減
と
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

ごみ対策課

（磐田市クリーンセンター内）

0538-37-4812

0538-36-9797

☎

ＦＡＸ

5ご

3み

0ゼ
ロ

を
目
指
そ
う
！

刈
草
、
剪
定
枝
は
燃
や
さ
ず
リ
サ
イ
ク
ル
へ
！

① ㈱ヤードウエスト浜松
住所 : 上神増 1021　☎ 0539-62-4766

1

【定額】　１車 ( 軽トラック ):3,000 円

【計算】　枝 :15 円 /kg、 草 :20 円 /kg

　　　　　 草 ・ 枝の混合 :20 円 /kg

2 8 時〜 17 時 (12 時〜 13 時を除く )

3 日曜日、 ゴールデンウィーク、 夏季休暇 ( お盆 )、 年末年始

② ㈲丸十産業
住所 : 大久保 727-3　☎ 0538-59-0047

1
【計算のみ】　枝 :12 円 /kg、 草 :18 円 /kg

                 草 ・ 枝の混合 :18 円 /kg

2 8 時〜 17 時 (12 時〜 13 時を除く )

3 日曜日、 ゴールデンウィーク、 夏季休暇 ( お盆 )、 年末年始

③ イワタ草木リサイクルセンター
住所 : 塩新田 300　☎ 0538-55-6465

1

【定額】　１車 ( 軽トラック ):3,000 円

【計算】　枝 :15 円 /kg、 草 :20 円 /kg

　　　　　 草 ・ 枝の混合 :20 円 /kg

2 8 時〜 17 時 (12 時〜 13 時を除く )

3 日曜日、 ゴールデンウィーク、 夏季休暇 ( お盆 )、 年末年始

参考 ： 磐田市クリーンセンター
住所 : 刑部島 301　☎ 0538-35-3717

1 【計算のみ】　157 円 /10kg　※ 1 日 2 車まで

2
【月曜〜金曜日】　8 時 30 分〜 16 時 15 分

【第 2 ・ 第 4 日曜日 / 祝日】　8 時 30 分〜 12 時 45 分

3 土曜日、 第 1 ・ 第 3 ・ 第 5 日曜日、 年末年始

1 料金　2 搬入時間　3 定休日

①①

②②

③③

●●

▲各再生業者の場所

※ 8 月末現在の情報です。

 料金などが変更される場合があります
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
い
わ
た

　
　
　
　
　

 

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て

☎

ＦＡＸ

ページ番号

1010004

　

相
続
登
記
は

　
　
　
　

お
済
み
で
す
か
？

市税課

（本庁舎１階）

0538-37-4809

0538-33-7715

☎

ＦＡＸ

相
続
登
記
と
は

亡
く
な
っ
た
方
が
所
有
す
る
土
地
や
建
物

の
名
義
を
、
相
続
人
へ
変
更
す
る
手
続
き
の
こ

と
で
す
。
相
続
の
際
に
名
義
変
更
を
行
わ
ず

長
年
放
置
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
所
有
者

不
明
の
土
地
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
土
地
・
建
物
で
あ
れ
ば
、
法
務
局

磐
田
出
張
所
で
手
続
き
が
可
能
で
す
。

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申

請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
相
続
（遺
言
を
含
む
）

に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
そ

の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続

登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
の
創
設

４
月
か
ら
、
相
続
や
遺
贈
に
よ
り
土
地
を
取

得
し
た
人
が
、
土
地
を
手
放
し
て
国
庫
に
帰
属

で
き
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
帰
属
で
き

る
土
地
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

静
岡
地
方
法
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
家
・
所
有
者
不
明
土
地
解
消
へ

市
は
、
７
月
に
空
き
家
や
所
有
者
不
明
土
地

問
題
の
予
防

・
解
消
を
推
進
す
る
た
め
の
協
定

を
県
司
法
書
士
会
と
締
結
し
ま
し
た
。
相
続
手

続
き
は
、
県
司
法
書
士
会
で
も
相
談
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ

相
続
登
記
に
つ
い
て

静
岡
地
方
法
務
局　

磐
田
出
張
所

（見
付
３
５
9
9
ー
6
）　

☎︎
32
ー
２
６
１
８

相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
に
つ
い
て

静
岡
地
方
法
務
局

（静
岡
地
方
合
同
庁
舎
）

☎︎
０
５
４
ー
２
５
４
ー
３
５
５
５

相
続
・
登
記
手
続
き
に
つ
い
て

静
岡
県
司
法
書
士
会

☎︎
０
５
４
ー
２
８
９
ー
３
７
０
４

（平
日
午
後
２
時
〜
５
時
）

所
有
者
不
明
の
土
地
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
も

環境課

（西庁舎１階）

0538-37-4874

0538-37-5565

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
目
的

市
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
し
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

こ
の
達
成
に
向
け
て
、
事
業
者
や
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
む
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
、
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ま
が
こ
の
マ
ー
ク

を
見
か
け
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
制
作
者

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
鈴
木
利
幸
氏

（静
岡
い
わ
た
Ｐ
Ｒ
大
使
）

選
定
方
法

４
つ
の
デ
ザ
イ
ン
案
か
ら
、
市
内
小
学
５
年

生
〜
中
学
３
年
生
に
よ
る
投
票
で
決
定

▲０ （ゼロ） と CARBON の “C” が

 モチーフになっています

ページ番号

1012553

解説動画 「３分でわかる」

シリーズをご覧ください

ゼロカーボンシティいわたって？

◀︎ YouTube 「磐田 TV」 で

 公開中
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令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の
実
施

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
1
日
現
在
で

令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
宅
の
建
て
方
や
世
帯

の
構
成
な
ど
を
調
査
し
、
住
生
活
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
国
の
重
要

な
統
計
調
査
で
す
。
９
月
上
旬
か
ら
、
調
査
員

が
担
当
地
区
を
確
認
し
、
９
月
下
旬
か
ら
は
、

実
際
に
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま

す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
理
解
い
た
だ
き
、
回

答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問○
総
務
課
☎
37

－
４
８
０
３

　
　
　
　

℻
37

－

４
８
２
９

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
０
１
２
５
０
２

10
月
８
日
の
日
曜
開
庁
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
手
続
き
停
止

　

10
月
８
日
㈰
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
管
理

シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
改
に
伴
う
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
作
業
に
よ
り
、
全
国
的
に
シ
ス
テ
ム
が
停

止
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
連

し
た
手
続
き
は
、
こ
の
日
以
外
の
開
庁
日
に

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問○
市
民
課
☎
37

－

４
８
１
６

　
　
　
　

℻
37

－

２
８
７
１

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
1
3
0
0

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
助
成

▼
実
施
期
間
／
10
月
１
日
㈰
〜
令
和
６
年
３

月
31
日
㈰　

▼
対
象
／
接
種
当
日
、
磐
田
市
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
①
接
種
当
日
に
65
歳
以

上
の
方
②
接
種
当
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
、
心
臓
、
腎
臓
、
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

の
障
害
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方(

疾

患
が
身
体
障
害
１
級
相
当
の
方)　

▼
実
施
方

法
／
協
力
医
療
機
関
に
て
予
診
票
を
記
入
の

上
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い　

▼
持
ち

物
／
健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
証(

所
持
者
の
み)　

▼
接
種
回
数
／

１
回　

▼
自
己
負
担
額
／
１
６
０
０
円　

※

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
。
接
種
日
に
必

ず
、
事
前
に
郵
送
す
る
無
料
券
を
ご
提
出
く

だ
さ
い　

▼
そ
の
他
／
予
診
票
は
協
力
医
療

機
関
に
あ
り
ま
す
。
事
前
に
予
約
が
必
要
な

医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
。
協
力
医
療
機
関
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
健
康

増
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問○
健
康
増
進
課
☎
37

－
2
0
1
1

　
　
　
　
　
　

℻
35

－

４
５
８
６

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
4
7
0
3

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
(
一

財
)
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
長
野
地
域
づ
く

り
協
議
会
は
、
草
刈
り
機
、
簡
易
無
線
機
、
ワ

イ
ヤ
レ
ス
メ
ガ
ホ
ン
を
、
豊
浜
地
域
づ
く
り

協
議
会
は
会
議
机
、
椅
子
、
収
納
台
車
、
草
刈

り
機
、
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
、
酒
造
り
大
桶
、

蒸
し
樽
、
酒し

ゅ

母ぼ

樽だ
る

、
ポ
リ
提
灯
、
拡
声
器
を
整

備
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
地
域
住
民

が
快
適
に
協
議
会
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問○
自
治
デ
ザ
イ
ン
課
☎
37

－

４
８
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

℻
32

－

２
３
５
３

令
和
６
年
度

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

　

子
ど
も
が
高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
予
定

の
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
、
無
利
子
の
資

金
を
貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。
保
証
人
は
原

則
不
要
で
す
。　

※
審
査
に
よ
り
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す

▼
貸
付
内
容
／
就
学
支
度
資
金
(
扶
養
し
て
い

る
子
ど
も
が
入
学
す
る
時
に
必
要
と
す
る
経

費
)、
修
学
資
金
(
扶
養
し
て
い
る
子
ど
も
が

修
学
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
授
業
料
な
ど

の
経
費
)　

▼
申
込
期
限
／
11
月
17
日
㈮　

※

申
し
込
み
前
に
こ
ど
も
未
来
課
ま
で
電
話
で

ご
相
談
く
だ
さ
い

問○
こ
ど
も
未
来
課
☎
37

－

４
８
９
６

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

4
6
3
1

令
和
６
年
度　

就
学
援
助
の
お
知
ら
せ

　
公
立
小
中
学
校
に
就
学
す
る
お
子
さ
ん
が

学
校
生
活
を
円
滑
に
送
れ
る
よ
う
、
学
用
品

の
購
入
、
給
食
費
の
支
払
い
な
ど
で
お
困
り

の
世
帯
を
対
象
に
、
費
用
の
一
部
を
援
助
し

ま
す
。

▼
対
象
／
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

世
帯
、
市
民
税
の
非
課
税
や
減
免
を
受
け
て

い
る
世
帯
、
そ
の
ほ
か
生
活
保
護
に
準
ず
る

程
度
に
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
世
帯
な
ど　

▼
補
助
内
容
／
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
な
ど　

 

▼
申
込
／
各
学
校
に
あ
る
申
請
書
(
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
)
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い　

※
継
続
希
望
の
方
も
、
学
校
指
定
期
日
ま
で

に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す　

▼
そ
の
他

／
詳
し
く
は
、
各
学
校
ま
た
は
教
育
総
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問○
教
育
総
務
課
☎
37

－

４
８
２
１

　
　
　
　
　
　

℻
36

－

１
５
１
７

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
０
１
７
８
２

お
知
ら
せ

おわびと訂正
広報いわた8月号情報BOX（14ページ）の検診（磐田地区）の日程の9月２７日㈬、9月29

日㈮ついて、正しくは9月26日㈫、9月28日㈭です。おわびして訂正いたします。
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学区外就学制度のお知らせ

　通学距離や安全面などから、指定校以外の学校に就学を希望する

ことができます。

▶対象／来年度に小・中学校への入学を予定している児童・生徒　

▶受入対象校および受入可能人数／下表のとおり　▶条件／①希

望校までの通学距離が指定校よりも短く、安全に通うことができる

こと　②保護者の責任のもと、自力での登下校ができること　③学

区外就学が認められた場合は、原則卒業までその学校に通学するこ

と　④認められた学校の決まりを守ること、教育活動に最大限の協

力をすること　▶申請／ 10 月２日㈪～ 11 月 2 日㈭に、学校教育

課（西庁舎３階）にある申請用紙に必要事項を記入の上、直接、学

校教育課へ　▶その他／受入定員を越えた場合は、公開抽選で決定

問○学校教育課☎ 37-2760　℻ 36-3205　ページ番号：1004413

学校名 人数

小
学
校

磐田中部・磐田西・磐田南・東部・向笠・豊浜・
竜洋東・竜洋北・豊田南・豊田北部・豊岡南

3 人程度

磐田北・大藤・長野・岩田・田原・富士見・福田・
竜洋西・豊田東・豊岡北

10 人程度

青城 20 人程度

中
学
校

磐田第一・豊田南・豊岡 3 人程度

城山・南部・豊田 10 人程度

神明・福田・竜洋 20 人程度

※向陽中学校は余裕教室が不足しているため受入対象外です

新
中
学
生
応
援
事
業

　

中
学
校
に
進
む
子
ど
も
た
ち
が
、
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
入
学
準
備
に
か
か
る
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
応
援
す
る
事
業
で
す
。

▼
対
象
／
市
内
在
住
で
令
和
６
年
度
に
中
学

校
入
学
を
予
定
す
る
児
童
(
現
小
学
６
年
生
)　

▼
支
給
額
／
児
童
一
人
あ
た
り
３
万
円
分
の

商
品
券　

▼
支
給
方
法
／
12
月
上
旬
か
ら
対
象

者
宛
に
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す　

▼
使
用
対
象
／
中
学
校
入
学
時
の
学
校
指
定

の
制
服
・
体
育
衣
料
・
鞄
・
靴
の
購
入　

※

令
和
５
年
度
か
ら
対
象
品
目
に
学
校
で
使
用

す
る
鞄
、
靴
を
追
加
し
ま
し
た

問○
ひ
と
・
ほ
ん
の
庭　

に
こ
っ
と

　

☎
36

－

１
７
１
１　

℻
36

－

１
７
１
３

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
０
６
０
２
２

農
用
地
除
外
の
申
出
書
類
受
付　

　

農
用
地
区
域
(
青
地
)
に
指
定
さ
れ
て
い
る

農
地
に
分
家
住
宅
な
ど
を
建
築
す
る
場
合
は
、

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
が
必
要
で
す
。
申
出

は
、
農
用
地
利
用
計
画
変
更
要
件
を
満
た
す
も

の
で
な
け
れ
ば
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
申
出

書
作
成
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
事
前

の
相
談
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

申
出
は
他
の
法
令
(
都
市
計
画
法
・
農
地
法
な

ど
)
と
の
調
整
可
能
な
も
の
に
限
り
ま
す
。

▼
書
類
配
布
期
間
／
10
月
２
日
㈪
〜
31
日
㈫　

※
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い　

▼
受
付
期

間
／
11
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭　

▼
受
付
場
所
／

農
林
水
産
課
(
西
庁
舎
１
階
)

問○
農
林
水
産
課
☎
37

－

4
8
1
3

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

１
１
８
４

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
０
０
２
２
7
２

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

〜
10
月
は
里
親
月
間
で
す
〜

　

里
親
と
は
、
事
情
に
よ
っ
て
家
庭
で
養
育

さ
れ
る
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も
を
、
自
分
の

家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い

理
解
を
も
っ
て
養
育
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

里
親
に
な
っ
た
ら
、
児
童
相
談
所
が
面
会
や

交
流
を
繰
り
返
し
た
上
で
、
養
育
を
お
願
い

す
る
子
ど
も
を
決
定
し
ま
す
。
子
ど
も
の
養

育
を
お
願
い
し
て
い
る
間
は
、
養
育
に
必
要

な
経
費
と
し
て
定
め
ら
れ
た
公
費
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
に
は
、
児
童

相
談
所
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
里
親
制

度
へ
興
味
関
心
の
あ
る
人
に
対
し
、
制
度
説

明
を
行
い
ま
す
。

夜
間
里
親
相
談
会

▼
と
き
／
10
月
5
日
㈭　

午
後
５
時
30
分
〜

7
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
西
部
児
童
相
談
所

(
見
付
３
５
９
９

－

４
)　

▼
申
込
／
前
日
ま

で
に
電
話
で
西
部
児
童
相
談
所
へ

一
日
里
親
イ
ベ
ン
ト

▼
と
き
／
10
月
29
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

3
時　

▼
と
こ
ろ
／
西
部
地
区
内　

▼
内
容
／

里
親
会
員
と
の
ふ
れ
合
い
を
通
じ
て
里
親
制

度
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す　

▼
申

込
／
10
月
18
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
西
部
児
童

相
談
所
へ

問○
西
部
児
童
相
談
所
☎
37

－

２
８
５
２

　
　
　
　
　
　
　

   

℻
37

－

２
８
４
１

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
０
０
６
９
７
２

磐
田
都
市
計
画
地
区
計
画
原
案
の

縦
覧
と
公
聴
会
の
開
催

　

磐
田
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定
「
磐
田
IC

(
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
)
南
地
区
」
に
関
す
る

原
案
の
縦
覧
と
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

原
案
の
縦
覧

▼
と
き
／
10
月
６
日
㈮
〜
10
月
20
日
㈮　

午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分　

※
土
・
日
・

祝
日
を
除
く　

▼
と
こ
ろ
／
都
市
計
画
課
(
西

庁
舎
2
階
)　

※
縦
覧
期
間
中
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可　

▼
公
述
方
法
／
こ
の

案
に
意
見
の
あ
る
方
は
、
10
月
20
日
㈮
ま
で

に
都
市
計
画
課
に
備
え
付
け
の
公
述
申
出
書

(
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
)

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
都
市
計
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　令和４年 9 月の台風第 15 号と令和５年 6

月の台風第２号で連続して自宅が被害を受け

た方に支援金を上乗せして交付します。

▶対象／令和４年台風第 15 号および令和５

年台風第２号において罹災証明書がそれぞれ

交付された方　▶交付金額／①準半壊以上　

下表のとおり　②一部損壊　一律 50,000 円　

▶申請方法／対象となる方へ申請書を郵送し

ています。内容を確認の上、申請書をご記

入いただき、令和６年３月 31 日㈰までに直

接または郵便で危機管理課（〒 438-8650　

国府台 3-1）へ。

問○危機管理課☎ 37-2114　℻ 32-0177

ページ番号：1012356

被災者生活再建支援金の上乗せ交付

停
電
し
た
際
に
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お
知
ら
せ

す
る
機
能
や
停
電
地
域
を
地
図
上
で
表
示
す

る
機
能
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

問○
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
磐
田
営
業
所

　

☎︎
０
１
２
０

－

９
７
７

－

２
５
０

　

℻
37

－

3
5
0
9

静
岡
県
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
事
業

参
加
者
募
集

　

静
岡
県
で
は
、
介
護
未
経
験
者
を
対
象
に
、

介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
を
実
施
し
、
介

護
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
育
成
し
て
い
ま
す
。

入
門
的
研
修
実
施
後
に
介
護
事
業
所
な
ど
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
直
接
雇
用
に
向
け

て
支
援
し
ま
す
。　

※
事

業
の
詳
細
や
、
参
加
申
込

方
法
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
㈱
東
海
道
シ
グ
マ
地
域
福
祉
支
援
事
業
部

　

☎
０
５
４

－

２
５
５

－

４
２
５
９

　

℻
０
５
４

－

２
７
２

－

０
３
２
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問○
こ
ど
も
未
来
課
☎
37

－

４
８
９
６

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

４
６
３
１

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
０
１
７
７
９

「
い
よ
い
よ
最
後
」
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

申
込
期
限
は
９
月
末
ま
で

　

最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
申
込
期
限
は
、

い
よ
い
よ
９
月
末
ま
で
。

▼
対
象
／
令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
た
方　

▼
そ
の
他
／
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

画
課
(
〒
４
３
８

－

８
６
５
０　

国
府
台
３

－

１
)
へ
提
出
(
10
月
20
日
㈮
必
着
)

公
聴
会
(
公
述
者
が
い
た
時
の
み
開
催
)

▼
と
き
／
10
月
27
日
㈮　

午
後
2
時
〜　

▼

と
こ
ろ
／
見
付
交
流
セ
ン
タ
ー　

▼
傍
聴
方

法
／
当
日
直
接
会
場
へ　

※
開
催
の
有
無
は

10
月
23
日
㈪
以
降
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問○
都
市
計
画
課
☎
37

－

４
９
０
７

　
　
　
　
　
　

℻
36

－

２
４
５
９

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
１
２
６
４
９

10
月
は
児
童
手
当
支
給
の
月

▼
支
給
日
／
10
月
10
日
㈫　

▼
支
給
該
当
月

／
6
月
〜
９
月
分　

▼
支
給
方
法
／
指
定
口

座
へ
振
り
込
み
(
支
給
日
の
午
後
４
時
以
降
に

入
金
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
)　

▼
そ
の
他
／
児

童
手
当
の
支
給
月
や
制
度
な
ど
の
詳
細
は
市

問○
総
務
課
☎
37

－

４
８
０
３

　
　
　
　

℻
37

－

4
８
２
９

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
８
５
２
６

あ
な
た
の

「働
く
」
を
応
援
！

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
配
信

　

し
ず
お
か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

「
働
く
」
こ
と
を
考
え
る
際
に
役
立
つ
コ
ン
テ

ン
ツ
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
し
ま
す
。
就
職

や
転
職
、
子
育
て
な
ど
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に

伴
い
抱
え
や
す
い
悩
み
を

想
定
し
、
自
分
ら
し
く
動

き
出
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
を

10
テ
ー
マ
設
定
。
１
テ
ー

マ
当
た
り
30
分
程
度
。

▼
配
信
期
間
／
11
月
30
日
㈭
ま
で　

▼
申
込
／

専
用
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
み

問○
し
ず
お
か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西
部

　

☎
０
５
３

－

４
５
４

－

２
５
２
３

切
れ
た
電
線
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

落
雷
や
強
風
に
よ
る
飛
来
物
に
よ
り
、
切

れ
た
電
線
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
、
感
電
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
絶
対
に
触
ら
ず
に
、
中

部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
へ
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ

リ
ッ
ド
で
は
、
停
電
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
無
料
ア

プ
リ
「
停
電
情
報
お
知
ら

せ
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
自
宅
が

単身世帯 複数世帯

持ち家 75,000 円 100,000 円

賃貸住宅など 50,000 円 75,000 円

募
集

▲ホーム
　 ページ

▲ホーム
　 ページ

▲専用
　 サイト

▲ホーム
　 ページ

▲ホーム
　 ページ
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中
央
図
書
館　

本
の
リ
ユ
ー
ス
市

▼
と
き
／
９
月
23
日
㈷
〜
10
月
１
日
㈰　

午

前
９
時
〜
午
後
5
時　

※
9
月
25
日
㈪
は
休

館　

▼
と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館　

▼
内
容
／

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本
を
募
り
、
集
ま
っ

た
本
を
来
館
者
に
提
供
し
ま
す
(
１
人
に
つ
き
、

本
・
雑
誌
そ
れ
ぞ
れ
10
冊
ま
で
持
ち
帰
り
可
)　

▼
そ
の
他
／
不
要
本
の
受
け
付
け
は
9
月
29

日
㈮
ま
で
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問○
中
央
図
書
館
☎
32

－

５
２
５
４
 

　
　
　
　
　
　

℻
32

－

５
１
５
４

東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校
祭

「第
27
回
カ
リ
ヨ
ン
祭
」

▼
と
き
／
９
月
30
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

3
時　

▼
と
こ
ろ
／
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専

門
学
校
(
袋
井
市
上
田
町
２
６
７

－

30)　

▼

内
容
／
看
護
ク
イ
ズ
、
身
体
測
定
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
売
店　

▼
申
込
／
不
要
、
直
接
会
場
へ　

▼
入
場
料
／
無
料

問○
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校

　

☎
43

－

８
１
１
１　

℻
43

－

8
1
2
2

普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ
・
Ⅲ

▼
と
き
／
①
10
月
21
日
㈯　

午
前
9
時
〜
正

午　

②
11
月
17
日
㈮　

午
後
6
時
30
分
〜
８

時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
消
防
署
3
階
大
会
議

室　

▼
対
象
／
中
学
生
以
上
で
市
内
在
住
・

在
勤
の
方　

▼
内
容
／
①
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

(
主
に
成
人
を
対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法
)　

②
普
通

救
命
講
習
Ⅲ
(
主
に
小
児
か
ら
新
生
児
を
対
象

と
し
た
心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D
、
異
物
除
去
法
、

止
血
法
)　

※
②
の
講
習
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
事

前
学
習
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い　

▼
定
員
／
各
回

先
着
15
人　

▼
受
講
料
／
無
料　

▼
持
ち
物

／
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
マ
ス
ク
、
オ
ン
ラ
イ

ン
事
前
学
習
の
受
講
証
明
書　

▼
申
込
／
各

回
3
日
前
ま
で
に
、
電
子
申

請
ま
た
は
電
話
で
警
防
課
へ　

▼
そ
の
他
／
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

問○
警
防
課
☎
36

－

9
9
1
9

　
　
　
　

℻
36

－

0
9
5
1

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
1
1
6
7

第
４
回

「
ち
あ
ふ
る
マ
ル
シ
ェ
」

　

創
業
に
必
要
な
知
識
な
ど
を
学
ぶ
「
創
業
セ

ミ
ナ
ー
」
受
講
者
に
よ
る
出
店
体
験
「
ち
あ
ふ

る
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
10
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

３
時　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

▼

入
場
料
／
無
料　

問○
静
岡
県
信
用
保
証
協
会

　

☎
０
５
４

－

２
５
２

－

２
１
２
４

催
し

市営住宅の入居者募集
▼受付期間／ 10 月 2 日㈪ ～ 6 日㈮　 ▼申込／直接また

は電子申請で建築住宅課（西庁舎 2 階）へ　 ▼その他／

応募資格や提出書類、提出方法など、詳しくは建築住宅

課へ　※家賃債務保証法人による機関保証

が利用可能になりました

問○建築住宅課☎ 37-4851　℻ 33-2050

ページ番号：1001504

市営霊園（返還区画）の使用者募集

▼対象／次の①または②に該当し、11 月

24 日㈮までに右記の使用料と半年分の

管理料（1,045 円）の納入および来年 3

月末までに墓石の設置と納骨が可能な方　

① 1 年以上にわたり市に住民登録があ

り、お骨をお持ちの方　②亡くなった時

点で 1 年以上にわたり市に住民登録をし

ていた方のお骨をお持ちの方　 ▼持ち物

／埋火葬許可証（改葬許可証など焼骨の

埋蔵または収蔵の事実を証明する書類）　※市外在住の方は、住民票、戸籍謄本が必要　 ▼申込／ 10 月 2 日㈪

～ 23 日㈪の開庁日の午前８時 30 分〜午後５時に直接環境課（西庁舎 1 階）へ　 ▼その他／ 11 月 7 日㈫に抽選。

詳しくは環境課で配布する応募要項（市ホームページからもダウンロード可）をご確認ください

問○環境課☎ 37-2702　℻ 37-5565　ページ番号：1005918

霊園名 所在地 使用料 区画面積 募集区画数

緑ケ丘霊園 西貝塚 3557-2 外
250,000円 3 ㎡ 1 区画

170,000円 1.5 ㎡ 9 区画

八王子霊園 小島 30 外 190,000円 1.8 ㎡ 14 区画

福田霊園 大原 3560-13 外 250,000円 2.25 ㎡ 2 区画

竜愛霊園 飛平松 29-1 外 200,000円 1.8 ㎡ 5 区画

池田霊園 池田 57-4 外 170,000円 1.44 ㎡ 1 区画

富里霊園 富里 437-1 外 170,000円 1.8 ㎡ 2 区画

募集団地 部屋タイプ 戸数 世帯人数

北野団地
3LDK １ 3人以上

3DK １ 2人以上

二番町団地 3DK 3 2人以上

竜洋豊岡団地
3LDK 2 3人以上

2LDK 1 2人以上

▲ホーム
　 ページ

▲電子申請

▲電子申請
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込
／
9
月
26
日
㈫
か
ら
電
子
申
請
で
受
付
開
始

問○
ひ
と
・
ほ
ん
の
庭　

に
こ
っ
と

　

☎
36

－

１
７
１
１　

℻
36

－

１
７
１
３

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
０
８
９
２
８

第
36
回
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

▼
と
き
／
10
月
22
日
㈰　

午
前
9
時
〜
正
午

(
作
品
展
示
は
午
後
3
時
ま
で
)　

▼
と
こ
ろ

／
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
／
開

会
式
、
も
ち
投
げ
、
団
体
発
表
、
さ
る
回
し
演

技
、
作
品
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
売
店

問○
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
32

－

5
0
2
8　

℻
34

－
2
6
1
3

磐
田
の
未
来
を
語
る
会

〜
市
長
と
市
民
の
対
話
の
場
〜

▼
と
き
／
①
10
月
25
日
㈬　

午
後
２
時
〜
３

時
30
分　

②
11
月
５
日
㈰　

午
前
10
時
30
分

〜
正
午　

③
11
月
14
日
㈫　

午
後
７
時
〜
８

時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
①
長
野
交
流
セ
ン

タ
ー　

②
中
央
図
書
館　

③
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐

田　

▼
対
象
／
中
学
生
以
上
で
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方　

▼
定
員
／
各
回
10
人
(
選

考
と
抽
選
に
よ
り
決
定
)　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
の
上
、
10
月
3
日
㈫
ま

で
に
電
子
申
請
ま
た
は
申
込

書

を

郵

送

に

て

秘

書

課

(
〒
４
３
８

－

８
６
５
０　

国
府
台
３

－

１
)
へ

問○
秘
書
課
☎
37

－

４
８
０
１
 

　
　
　
　

℻
37

－

４
８
２
９

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
０
１
０
９
０
７

み
そ
作
り
教
室

▼
と
き
／
①
10
月
26
日
㈭　

午
前
8
時
30
分

〜
正
午　

②
10
月
27
日
㈮ 

午
前
9
時
〜
10
時
、

午
後
3
時
〜
4
時 

③
10
月
28
日
㈯　

午
前
8

時
30
分
〜
午
後
3
時　

全
3
日
間　

▼
と
こ

ろ
／
於
保
農
村
婦
人
の
家　

▼
対
象
／
3
日

間
参
加
で
き
る
市
内
在
住
の
方　

▼
定
員
／

先
着
10
人　

▼
参
加
費
／
2
0
0
0
円
(
材

料
・
容
器
代
込
み
、
容
器
が
あ
る
方
は

1
5
0
0
円
)　

▼
持
ち
物
／
三
角
巾
・
エ
プ

ロ
ン
・
ふ
き
ん
2
枚
・
昼
食
(
③
の
み
)　

▼

申
込
／
9
月
28
日
㈭
か
ら
電
話
で
於
保
農
村

婦
人
の
家
(
☎
34

－

4
2
7
1
)
へ

問○
農
林
水
産
課
☎
37

－

4
8
1
3

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

1
1
8
4

介
護
に
興
味
の
あ
る
男
性
向
け

「福
寿
荘
ケ
ア
メ
ン
講
座
」

　

自
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
男
性
を
対
象
に

介
護
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、
介
護
の
悩
み

な
ど
を
共
有
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。

▼
と
き
／
10
月
28
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜

3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
福
寿
荘
(
宇
兵
衛
新
田
1
8
7
)　

▼

対
象
／
市
内
在
住
の
自
宅
で
介
護
を
し
て
い

る
男
性
ま
た
は
介
護
に
興
味
の
あ
る
男
性　

▼
内
容
／
快
適
お
む
つ
交
換
講
座
、
座
談
会　

▼
定
員
／
先
着
20
人
程
度　

▼
参
加
費
／
無

第
30
回
静
岡
産
業
大
学
公
開
講
座

▼
と
き
／
①
10
月
21
日
㈯　

②
11
月
11
日
㈯　

③
12
月
２
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
静
岡
産
業
大
学
磐
田
キ
ャ
ン
パ

ス　

▼
内
容
／
「
災
害
と
復
興
」
熱
海
の
土
石

流
問
題
か
ら
磐
田
市
の
災
害
対
策
、
そ
し
て

復
活
し
た
地
域
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果
に

つ
い
て　

▼
講
師
／
①
小
泉
祐
一
郎
(
静
岡
産

業
大
学
教
授
)、
②
草
地
博
昭
(
磐
田
市
長
)、

③
谷
口
昭
彦
(
静
岡
産
業
大
学
准
教
授
)　

▼

定
員
／
先
着
70
人　

▼
受
講
料
／
２
０
０
０

円
(
税
込
・
全
３
回
分
)　

▼
そ
の
他
／
申
し

込
み
方
法
な
ど
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問○
静
岡
産
業
大
学
磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　

☎
36

－

8
8
6
4　
 
℻
36

－

8
8
0
0

パ
パ
向
け
子
育
て
講
座

親
子
で
ラ
グ
ビ
ー
体
験
教
室

▼
と
き
／
10
月
22
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
(
雨
天
の
場
合
は
ア
ミ
ュ
ー
ズ

豊
田
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
)　

▼
対
象
／
市
内
在
住

の
小
学
生
の
父
子
(
母
子
で
の
参
加
も
可
)　

▼
講
師
／
静
岡
ブ
ル
ー
レ
ヴ
ズ
育
成
普
及
ス

タ
ッ
フ　

▼
定
員
／
先
着
20
組
40
人
(
1
組
2

人
ま
で
)　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
持
ち
物
／

運
動
の
で
き
る
服
装
、
運
動

靴
、
タ

オ

ル
、
体

育

館

シ
ュ
ー
ズ
(
雨
天
時
)　

▼
申

料　

▼
申
込
／
電
話
で
福
寿
荘
(
☎
58

－

3
1
1
1
)
ま
た
は
福
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
(☎
58

－

3
２
４
２
)へ　

問○
高
齢
者
支
援
課
☎
37

－

4
8
3
1

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

６
４
９
５

歴
史
講
座

「家
康
、
ど
う
し
よ
う
？
」

▼
と
き
／
10
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰　

午
前
10

時
〜
11
時　

▼
と
こ
ろ
／
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容
／
見
付
宿
た
の
し
い
文
化
展

と
共
催
で
、
磐
田
と
家
康
を
テ
ー
マ
に
、
大
久

保
家
、
酒
井
の
太
鼓
、
宣
光
寺
、
西
光
寺
、
城

之
崎
城
な
ど
見
付
地
区
の
見
ど
こ
ろ
を
中
心

に
紹
介　

▼
定
員
／
各
回
30
人
(
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
)　

▼
参
加

費
／
無
料　

▼
申
込
／
10

月
9
日
㈷
ま
で
に
電
子
申

請
で
文
化
財
課
へ

問○
文
化
財
課
☎
32

－

9
6
9
9

　
　
　
　
　

℻
32

－

9
7
6
4

三
会
合
同
無
料
相
談
会　

　

行
政
書
士
会
(
農
転
・
相
続
・
遺
言
な
ど
)、

土
地
家
屋
調
査
士
会
(
土
地
の
境
界
・
土
地
建

物
の
登
記
な
ど
)、
宅
建
協
会
(
不
動
産
売
買
・

賃
貸
借
な
ど
)
が
実
施
す
る
無
料
相
談
会
で
す
。

▼
と
き
／
10
月
28
日
㈯　

午
前
9
時
〜
11
時

30
分　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
1
階

第
1
会
議
室　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、
直
接

会
場
へ

問○
行
政
書
士
会
中
遠
支
部
☎
32

－

３
１
９
１ ▲電子申請

▲ホーム
　 ページ▲電子申請

▲電子申請

おわびと訂正
広報いわた8月号情報BOX（19ページ）の静岡産業大学冠講座の磐田市役所担当の毎

週水曜日の講座は正しくは毎週木曜日です。おわびして訂正いたします。
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アーチェリー初心者教室

10月15日㈰、29日㈰、11月5日㈰

午前10時～11時30分、かぶと塚公

園内アーチェリー場で（雨天順延）。

対象は小学5年生以上。定員は10人。

会費は1,000円(全3回分）。持ち物

は運動のできる服装、運動靴。弓具

は貸与します。申し込みなど詳しく

は、磐田市アーチェリー協会・山中

（☎37-4995）へ

しずおか吃
きつおん

音のつどい

10月29日㈰午後1時30分～5時、

浜松市福祉交流センター大会議室で。

オンラインでの聴講も可能。詳しい

内容はしずおか言
げんゆうかい

友会ホームページ

参照。参加費は無料。持ち物は筆記

用具。申し込みは電話またはEメー

ル（asaine@msb.biglobe.ne.jp）で

しずおか言友会事務局・朝
あさいね

稲（☎

32-5682・080-1606-5162）へ

「国分寺まつり万葉歌会」短歌募集

11月11日㈯に開催する国分寺まつ

りin遠江2023「万葉歌会」の短歌

を募集します。お題は「国分寺・ま

ほろば・朝・光・風」など自由。申

し込みは、10月10日㈫までに任意

の様式に短歌、氏名、住所、年齢、

電話番号を記入の上、直接または

FAXで中泉交流センター（℻35-

6415）へ　○問 国分寺まつり実行委

員会・今井☎090-9021-1327

第２７回バスケットボール３×３

磐田大会

12月17日㈰、豊岡体育館で。午前

9時受付開始。参加費は小・中学生

1,000円、一般2,000円（当日集金）。

今年は１チーム、１人の帯同審判を

お願いします。申し込みなど詳しく

は、11月20日㈪までに電話または

FＡＸ、Eメール(yoshiyuki-k@

tokai.or.jp)で磐田バスケットボー

ル協会・久保（☎090-3950-0386 

℻34-6858 ）へ

シニアサッカー部員募集

毎週金曜日午後７時～８時30分、

田原交流センターグラウンド、毎週

土曜日午後５時～９時、ゆめりあ多

目的グラウンドなどで。対象は40

歳以上の男女、年会費は1万円、持

ち物はサッカーのできる服装（スパ

イク・練習用シューズ）。申し込み

など詳しくは、Eメール（supersubs

triker@gmail.com）で磐田市サッ

カー協会シニアクラブ・鈴木へ

バウンドテニス

毎週月曜日午前9時30分～11時30

分、磐田市総合体育館で。卓球とテ

ニスの中間のスポンジボール球技で

す。会費は月５００円。申し込みなど

詳しくは、電話でひまわりバウンド

テ ニ ス ク ラ ブ・ 谷 崎（ ☎080-

9720-4649）へ

筆文字講座

毎月３回金曜日午前9時〜11時、見

付交流センターで。暮らしに役立つ

細筆書きを練習する講座です。会費

は月2,500円。申し込みなど詳しく

は、電話でNPO法人健康文化クラ

ブ・石田（☎090-8157-4179）へ

磐田ハイキングクラブ

日曜日を中心に、ハイキングや初級

登山を実施しています。入会金は

1,000円、年会費は1,000円（同居

家族は500円）。申し込みなど詳し

くは、毎月第１水曜日午後6時から

中泉交流センターまたは電話で磐田

ハイキングクラブ・吉田（☎34-93

25）へ

元気な体を維持しましょう

簡単な体操で元気な体を維持しまし

ょう。毎月第2水曜日午後2時〜3時

30分、中泉交流センターで。定員は

１０人。会費は月５００円。持ち物は

バスタオル、動きやすい服装、飲み

物。申し込みなど詳しくは、電話ま

たはFＡＸでセルフケアの会・富田

（☎・℻32-8409）へ

か
す
り
の
着
物
で
写
真
撮
影
＆
町
並
散
策

▼
と
き
／
10
月
29
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
旧
見
付
学
校
と
そ

の
周
辺　

▼
対
象
／
幼
児
〜
小
学
生
(
散
策
は

親
子
で
)　

▼
内
容
／
か
す
り
の
着
物
を
着
て
、

旧
見
付
学
校
や
周
辺
の
散
策
コ
ー
ス
を
巡
り
、

記
念
撮
影
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い　

▼
定
員

／
30
人　

※
着
物
の
数
(
サ
イ
ズ
別
)
に
達
し

た
時
点
で
締
め
切
り　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
10
月
1
日
㈰
〜
10
月
７
日
㈯
に
E

メ
ー
ル
(
iw
a
t
a
-
m
it
s
u
k
e
@
u
v
.t
n
c
.

n
e
.jp
)
で
参
加
者
名
、
学
校
名
、
学
年
、
身
長
、

保
護
者
の
住
所
・
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し
旧
見
付
学
校
へ

問○
旧
見
付
学
校
☎
・
℻
32

－

4
5
1
1

色
で
ひ
も
と
く

「
わ
た
し
の
ト
リ
セ
ツ
」
講
座

　
自
分
の
キ
ャ
ラ
タ
イ
プ
の
10
色
か
ら
分
か

る
自
分
の
考
え
方
や
行
動
の
癖
を
知
り
、
日

常
の
生
活
に
活
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
／
11
月
18
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午　
　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

は
じ
ま
り

の
オ
フ
ィ
ス　

▼
対
象
／
就
労
中
・
就
労
を

考
え
て
い
る
女
性　

▼
定
員
／
先
着
9
名　

▼

参
加
費
／
1
0
0
0
円　

▼
持
ち
物
／
筆
記

用
具　

▼
申
込
／
10
月
2
日

㈪
〜
11
月
15
日
㈬
ま
で
に
電

子
申
請

問○ 

ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
職
業
相
談
室
「
い
ま
こ
こ

相
談
室
」
☎
・
℻
36

－

８
３
８
３

会 員 募 集

　催　し　

▲電子申請



市役所での相談
問　市民相談センター　☎37-4746

弁護士法律相談

 5 日㈭
12日㈭
19日㈭
26日㈭

13:30
　〜17:00

※ 定員7組。予約制（予約受付は開催日の1週間
前の木曜日から、予約は原則電話のみ受付
8:30〜17:15）

司法書士
相続 ・登記相談

県司法書士会浜松支部主催

3 日㈫
17日㈫

13:30
　〜16:30

※ 定員6組。予約制（9月25日㈪から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

公証人
遺言 ・約束相談

24日㈫
13:30
　〜16:30

※ 定員6組。予約制（10月１0日㈫から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

人権身の上相談 5 日㈭
9:00
　〜12:00

行政
相談

本庁舎 10日㈫ 13:00
　〜15:00アミューズ豊田 23日㈪

問　消費生活センター　☎37-2113

消費生活相談（電話可）
※最終受付は 16:00

毎週月　

～金曜日
8:30
　〜17:00

問　交通事故相談室　☎37-2112

交通事故相談（電話可）
※最終受付は 16:00

毎週月　

〜金曜日
★8:30
　〜17:00

問　浜松東年金事務所　☎053-421-0192 （自動音声案内）

年金相談
磐田市役所西庁舎

26日㈭
★10:00
　〜15:00

※要予約年金相談
浜松市浜北区役所

5 日㈭
24日㈫

問　外国人情報窓口　☎37-4785

外国人情報窓口
毎週月　

～金曜日
8:30
　〜17:15

iプラザでの相談
問　福祉課　☎37-4919

身体障害者相談会
ボランティア会議室 1

12日㈭
13:30　

　〜15:30

知的障害者相談会
10月の知的障害

相談会はありません

精神障害者相談会
ボランティア会議室2

12日㈭
13:30　

　〜15:30

問　健康増進課　☎37-2013またはLINE

こころの寄り添い相談
相談室3 ※要予約

毎月第2・4

金曜日

10:00　

　〜12:00

問　こども ・若者相談センター　☎37-2018

こども相談
☎35-4317

毎週月

～金曜日

8:30　

　〜17:00
女性相談

☎37-4844

若者相談
☎37-2752

市立総合病院での相談
問　市立総合病院　☎38-5000

よろず相談

毎週月

～金曜日

8:15　

　〜17:00

医療相談

肝疾患相談

医療福祉相談

認知症相談

各種就労支援相談

がん相談
☎ 38-5286（直通）

社会福祉協議会での相談
問　社会福祉協議会　☎37-9617

ボランティア相談
毎週月～金曜日

★8:30〜17:15

 16:45まで受付

福祉なんでも相談

成年後見相談
☎ 37-2792

結婚相談
 ※最終受付は　　
    終了 15 分前まで

☎37-4824

1 日㈰
14日㈯
22日㈰

9:00　

　〜11:15

ワークピア磐田での相談
問　ワークピア磐田　☎36-8381

外国人総合相談
コーナー

毎週月・金曜日
★9:00〜16:30

職業総合相談

毎週火～土曜日
★9:00〜17:00
水曜日／13:00～17:00、
18:00〜21:00
【オンライン相談（要予約）】
水曜日／19:00～、20:00～

内職相談
毎週火・木曜日
★9:00〜16:00

はじまり 
窓口

※要予約

☎30-6255

中小企業診断士  毎週月曜日
10:00〜／11:30〜／13:30〜
15:00〜 　

税理士  毎週水曜日
13:00〜／14:30〜

キャリアコンサルタント  
3日㈫・17日㈫　18:00〜21:00

フードコンサルタント 
13日㈮・19日㈭  9:00〜12:00

その他の機関の相談
問　磐田地区労福協　☎32-2706

弁護士法律相談 28日㈯
9:30
　〜12:30

※定員6組。予約制（予約受付は毎月1日から）

問 ライフサポートセンターしずおか
 ☎33-3715 （転送電話対応）

暮らしの中の
何でも相談

毎週月　
～金曜日

9:00
　〜17:00

問 連合静岡労働相談ダイヤル
 　　0120-154-052 （電話相談のみ）

労働相談
毎週月　
～金曜日

9:00
　〜17:30

問 県西部健康福祉センター
 ☎37-2252　※要予約

精神保健福祉
総合相談

19日㈭
9:30
　〜11:30

高次脳機能障害
医療等総合相談会

23日㈪
13:10
　〜16:00

問 県認知症コールセンター
 　　0120-123-921 （電話相談のみ）

認知症コールセンター
毎週月・木・
土・日曜日

10:00
　〜15:00

（　　   ）専門家 
なんでも 
創業相談

市民の相談 ・ 意見などの総合的な窓口として、 市民相談センター （本庁舎 1 階☎0538-37-4746） をご利用ください。

★は 12:00 ～ 13:00 を除く　※原則、 祝日は休み （結婚相談を除く）
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10月の相 談 窓 口 & 救 急 医 療 情 報

ひきこもり、 不登校などの

お悩みをご相談ください （予約制）

▶と　き／ 10 月 31 日㈫ 午前 10 時～午後 4 時
▶ところ／磐田サポートハウス 「ほっと」

　　　　　　　（見付 2386-7）
▶対　象／外出 ・ 通学に踏み出せない
            中学校卒業から 64 歳までの
            ご本人およびその家族
▶その他／電話相談は随時受付しています

問若者相談ダイヤル☎37-2752

ひきこもり・不登校相談 静岡こども救急電話相談

平日 ・土曜 ・日曜 ・祝日

毎日24時間対応
固定電話 （プッシュ回線）、 携帯電話　#8000

IP電話、固定電話 （ダイヤル回線）

☎054-247-9910へ

磐田市急患センターへは

電話をしてから行きましょう

▶ところ／上大之郷 51

【夜間 （月〜土曜日）】

▶受付時間／午後7時15分～10時00分

▶診療科目／内科 ・ 小児科

【昼間 （日曜 ・祝日のみ）】

▶受付時間／午前8時45分～11時30分 
　　　　　　　　午後1時45分～ 4 時30分

▶診療科目／内科 ・ 小児科 ・ 外科

※上記の時間以外は市立総合病院へ

問磐田市急患センター☎32-5267

夜間・休日急患診療

※相談窓口などは、 内容が変更になる

　 ことがあります。 詳しくは、 各電話

   番号へお問い合わせください
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子育て情報はいわた子
育てアプリ「母子モ」
をご利用ください。

1001754

ページ番号

月10
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

「はじめのいっぽ」開催中は貸し切りのため、予約の方のみの利用となります

    … 【予約が必要】

● … 【ふれあい遊び】

★ … 【計測日】

◆ … 【お知らせ】

    … 【はじめのいっぽ】

    … 【保健師相談日】
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㉄中央図書館  ☎32-5254

であいのひろば
（子育て支援総合センターのびのび内）

☎37-4102  ＦＡＸ37-4103

10:00～11:30

● 6日㈮	 豊浜交流センター
●	12日㈭	 見付交流センター
●	26日㈭	 富士見町会館

予

竜洋昆虫自然観察公園

大中瀬 320-1

☎ 66-9900 ／ FAX 66-9901

9:00 ～ 17:00　※木曜休

【11 月の催し（予定）】
●竹細工で遊ぼう /3 日㈷ 11:00 ～ 14:00

●ザリガニをつかまえよう　 /5 日㈰ 10:30 〜

12:00
●昆虫ふれあい体験　 /12 日㈰ 10:30 〜 11:30

●カブトムシ幼虫を探そう　 /19 日㈰ 10:30 ～

11:30

●みんなの昆虫学校　 /26 日㈰ 10:30 〜 11:30

予

予
予

　かるわざ師のそうべえは、綱渡りの最中に転落し、命を落とします。

気がつくと、火の車に乗り、たどりついたところは、三途の川。え

んま大王の裁きで、そうべえは地獄に落とされます。いっしょに

地獄に送られた歯抜きし、医者、山伏の 3 人と力を合わせ、人を

食べる「じんどんき」や「熱湯の釜」、「針の山」などを、それぞ

れの特技を生かし、うまく切り抜けます。さて、彼らを持て余し

たえんま大王の下した判断とは。

　上方落語を題材にした、奇想天外なおはなしです。

　豪快で迫力のある、えんま大王や鬼たちの絵に、大人もひきつ

けられます。そうべえたちに振り回される、えんま大王や鬼たち

の表情も必見です。関西弁の語り口が、恐ろしい地獄の世界をユー

モラスに伝えてくれるのも魅力です。

　そうべえたちが地獄の難所を楽しむ痛快さと、最後は落語らし

いオチで終わるストーリーが、子どもたちに大人気の絵本です。5

歳位から楽しめます。

多文化交流センター こんにちは

東新町 1 丁目 1-8

☎ ・ FAX 35-2512

月～金曜 10:00 ～ 12:00　※祝日休

予約は、 電話 ・ 来館にて受け付けます。

【催し】
●はじめてのえいご　 /4日㈬・6日㈮・11日㈬・

13 日㈮ 10:30 〜、歌や遊びを通して親子で
楽しみながら英語に親しむ、各先着 7組

●親子でリズムあそび   /10 日㈫ 10:30 〜、

親子で体を動かしながらスキンシップを楽
しむ、先着 5組

●えいごでハロウィン   /18 日㈬・20 日㈮・

25 日㈬・27 日㈮ 10:30 〜、ハロウィンの歌
やゲーム、絵本などを英語で楽しむ、先着
7組　　

予

予

予

『じごくのそうべえ』

田島征彦／作

童心社

「いっせいちだいの　かるわざでござあい」

ひと・ほんの庭　にこっと

上新屋 304

☎ 36-1711 ／ FAX36-1713

9:30 ～ 18:00

※月 ・ 第 4 木曜休

【お知らせ】
●ブックスタート　 /5 日㈭・14 日㈯・　　　　

　19 日㈭、生後 4カ月 (参加目安 )の市

　内の親子対象 (引換券持参 )

●ヤギふれあい講座　 /( 未就学児親						

		子 )7 日㈯ 10:00 〜、11:00 〜、(小学		

		生以上 )21 日㈯ 10:00 〜、11:00 〜、

		定員各 10 組 ( 雨天中止 )

●プレママおはなし会 /8 日㈰ 10:30 〜

●にこっと女性相談　 /11 日㈬ 9:30 〜、

定員 3組

●ちいさなおなべのおはなし会（ストー

リーテリング )/11 日㈬ 15:00 〜

●心理士にこっと相談＆ミニ講座　 /13

日㈮ (相談 )9:30 〜、定員 2組、(講

座 )10:30 〜「言葉の育て方」、定員 9組

●栄養士個別相談   /15 日㈰ 9:30 〜、

定員 5組

●外国語おはなし会　 /22 日㈰ 10:30 〜

●にこっとパパ向け子育て講座　親子で

ラグビー体験教室   /22 日㈰ 10:30 〜

11:30

●とことこわらべうたの会 /27 日㈮

10:30 〜

●「て」で「はなそう」手話講座 /29 日

㈰ 10:30 〜

予

予

予

予

予

予

予

移動子育て支援センター

「はぐはぐ」
☎37-2012 （こども未来課）

岩田交流センター

	5日㈭・19日㈭	10:00 ～ 15:00

			5日㈭10:00〜11:00

大藤交流センター

12日㈭・26日㈭		9:00 ～ 14:00

向笠交流センター

13日㈮・27日㈮	10:00 ～ 15:00

保

【毎週の催し】
●「にこっと」のおはなし会 / 毎週水曜

10:30 からは 0～ 2歳向け、毎週日曜

15:00 からは 3～ 5歳向け

●にこっとハローワーク / 毎週水・金曜

13:30 ～ 16:00

●天体観測　 / 毎週土曜 18:30 〜（曇天・

　雨天の場合は中止）

予



PB
広
報 24

広
報2023年（令和5年）9 月号 2023年（令和5年）9月号

8/6 ㈰仙台戦～Ｊリーグ昇格 30 周年
オールホームタウンマッチ～開催！

開催日 キックオフ 対戦相手 会場

9/23㈷ 14:00 リコーブラックラムズ東京 ヤマハ大久保
グラウンド

9/30㈯ 13:00 東京サントリーサンゴリアス 静岡県草薙総合
運動場球技場

9 月からプレシーズンマッチがスタート！

10 月のホームゲーム

　8/6 ㈰仙台戦にて、「J リーグ昇格 30 周年オールホーム

タウンマッチ」を開催し、J リーグ昇格 30 周年とホームタ

ウン広域化を記念して、さまざまなイベントを実施いたしま

した！

節 開催日 キックオフ 対戦相手 会場

37 10/  1 ㈰ 14:00 V・ファーレン長崎
ヤマハスタジアム

40 10/28 ㈯ 14:00 東京ヴェルディ

　2023-24 シーズンに向けての強化試合が 9 月からスター

トしています。新ブルーレヴズへの熱いご声援をよろしくお

願いします！

ファンクラブ CLUB REVS
レギュラー ・ キッズ会員募集中！

当日の様子はこちら▶

　大雨の降る中、24,247 人にも及ぶ方々がスタジアムにご

来場いただきました。

　ご来場いただいた皆さま、どうもありがとうございました。

引き続き、ジュビロ磐田へ温かいご声援をよろしくお願いい

たします。　　　　　

　特典が盛りだくさんでブルーレヴズを全力で楽しめる

「ファンクラブ CLUB REVS」の会員を募集しています。

　12 歳以下のキッズ会員は今シーズンより会員費無料！

　親子会員登録もスタート！

　12 月に開幕する 2023-24 シーズンを、ブルーレヴズと

ともに最高に楽しみましょう！　　　 

ⒸJUBILO IWATA

　エコパスタジアム芝生広場１にて、ブルーレヴズ主催のラ

グビーイベントを開催します！秋の風が気持ちいい季節、一

緒にラグビーを楽しみませんか？

日時 ： 10 月 7 日㈯ 14:30 ～ 16:30　 詳細はこちら▶ 

ブルーレヴズ ラグビー ディスカバリーを開催！

ⒸJUBILO IWATA ⒸJUBILO IWATA

ⒸJUBILO IWATA

　試合は、前半 21 分に松本昌也選手の得点で先制すると、

41 分に金子翔太選手が追加点を決めてリードを広げ、後半

にもジャーメイン良選手と松本昌也選手が得点を奪い、4-1

で勝利を収めました。

会場を盛り上げるスピラ ・ スピカの幹
みき

葉
は

さん ジュビロクラブアンバサダー

ⒸJUBILO IWATA ⒸJUBILO IWATA

詳細はこちら▶ 



　

 「いわたスポレク健康フェスティバル」 は、 さまざまなスポーツ

体験や健康に関する情報コーナーが設けられ、 年齢や性別に関

わらず楽しく身体を動かすことができるイベントです。

 体力テストでご自身の体力レベルを確認するも良し、 アーチェ

リーなど普段体験できない競技に挑戦するも良し、 モルックなど

のニュースポーツで盛り上がるのも良し！さわやかな秋の一日、

楽しく汗を流してリフレッシュしませんか？

「いわたスポレク健康フェスティバル」 開催決定！

～みんなで楽しくスポーツの秋を満喫しよう～ （ページ番号（ページ番号1012747））

日　時 ： 10 月 22 日㈰　午前９時～正午

会　場 ： かぶと塚公園内

対　象 ： 市内在住、 在学、 在勤の方

参加費 ： 無料 （要事前申し込み）

申　込 ： 9 月 22 日㈮～10 月 10 日㈫ （先着 1,000 人）

内　容 ： 体力テスト、 トランポリン、 弓道、

　　　　　  アーチェリー、 剣道、 モルック　など

▲申し込み

　

今
年
も
市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生

を
対
象
と
し
た
「
夏
休
み
こ
ど
も
特

別
版
〜
磐
田
の
未
来
を
語
る
会
〜
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
私
と
の
懇
談
や
議
場
見

学
な
ど
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
懇

談
で
は
、
市
政
に
つ
い
て
の
率
直
な

意
見
が
多
く
、
新
鮮
で
刺
激
の
多
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
小
学
校

の
修
学
旅
行
で
国
会
議
事
堂
を
見
学

し
ま
し
た
が
、
市
議
会
の
議
場
を
訪

れ
る
機
会
は
な
く
、
市
政
や
学
校
の

こ
と
が
ど
こ
で
話
し
合
わ
れ
て
い
る

か
、
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど

も
た
ち
の
中
に
、
新
た
な
発
見
や
気

付
き
が
生
ま
れ
て
く
れ
れ
ば
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
は
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
今

回
の
事
業
に
限
ら
ず
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
と
直
接
対
話
す
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。
対
話
を
通
じ
て
強

く
感
じ
て
い
る
の
は
、
変
化
の
多
い

現
代
社
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
価
値
観

も
多
様
で
あ
り
、
行
政
に
も
多
様
な

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

ま
た
、
そ
う
し
た
中
、
自
分
た
ち

の
ま
ち
の
こ
と
を
自
分
た
ち
で
決
め

る
「
自
治
」
の
取
り
組
み
が
と
て
も

重
要
で
あ
り
、
多
様
な
価
値
観
を
持

つ
市
民
同
士
が
考
え
、
対
話
す
る
こ

と
で
、
磐
田
市
が
よ
り
暮
ら
し
や
す

く
な
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
の

場
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
市
民
の
皆
さ
ん
同
士
が
気
軽
に

対
話
で
き
る
場
も
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
様
な
対
話

の
場
に
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

磐
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
少
し
ず
つ

皆
さ
ん
に
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

第２８回

市
長
　
草
地
博
昭

「

」

ま
ち
づ
く
り
と
対
話
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海
面
水
温
・
魚
の
種
類
・
ご
み
の
種
類
や
量

生
活
の
利
便
性
の
し
わ
寄
せ
は
、
海
に
…

魅
力
あ
ふ
れ
る
磐
田
の
海
の
変
化

 

南
が
海
に
面
し
て
い
る
磐
田

市
。
港
を
有
し
て
自
然
の
恵
み
を

感
じ
、
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
の
楽

し
み
も
生
み
出
し
、「
海
」
と
い

う
豊
か
な
自
然
が
ま
ち
の
魅
力

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
海
が
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
磐
田
の
海
で
サ
ー

フ
ィ
ン
を
し
て
い
る
方
に
お
聞

き
し
ま
し
た
。

海
で
感
じ
る
大
き
な
変
化

　

昔
か
ら
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て

い
る
方
が
一
番
に
感
じ
る
の
は
、

海
面
水
温
の
変
化
だ
そ
う
で
す
。

寒
く
て
辛
か
っ
た
冬
の
海
も
、
今

は
そ
れ
ほ
ど
辛
く
な
い
。
ま
た
、

近
年
は
大
き
な
サ
メ
を
見
か
け

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら

れ
る
ご
み
が
、
昔
は
故
意
的
で

大
き
な
不
法
投
棄
ご
み
だ
っ
た

の
が
、
近
年
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の

生
活
ご
み
が
増
え
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

小
さ
な
取
り
組
み
で
も

や
ら
な
け
れ
ば
変
わ
ら
な
い

　

磐
田
の
豊
浜
海
岸
で
は
「
豊

浜
サ
ー
フ
ィ
ン
ユ
ニ
オ
ン
」
と

し
て
、
有
志
で
毎
月
海
岸
清
掃

を
し
て
く
れ
て
い
る
団
体
が
あ

り
ま
す
。
参
加
者
は
「
こ
の
海

岸
だ
け
き
れ
い
に
な
っ
て
も
海

が
改
善
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

け
れ
ど
、
小
さ
な
取
り
組
み
で

も
や
ら
な
け
れ
ば
変
わ
ら
な
い
」

「
海
の
ご
み
を
見
て
い
る
と
、
人

の
生
活
の
利
便
性
の
し
わ
寄

せ
だ
と
感
じ
る
」「
こ
の
活
動

で
、
自
分
の
物
は
自
分
で
片
付

け
、
ポ
イ
捨
て
す
る
人
が
一
人

で
も
減
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

下か

肢し

閉へ
い

塞そ
く

性せ
い

動ど
う

脈
み
ゃ
く

硬こ
う

化か

症し
ょ
う

に
つ
い
て

市立総合病院からの

お知らせ

　

血
管
に
は
動
脈
と
静
脈
が
あ
り
、
動
脈

は
組
織
に
血
液
を
送
る
管
、
静
脈
は
心
臓

に
血
液
を
返
す
管
で
す
。

　

下
肢
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
と
は
、
下
肢

の
血
管
が
動
脈
硬
化
(
動
脈
の
弾
力
性
が

な
く
な
り
、も
ろ
く
な
っ
た
状
態
)
に
よ
っ

て
狭
く
な
っ
た
り
閉
塞
し
た
り
し
て
、
血

流
が
低
下
す
る
病
気
で
す
。
60
歳
以
上
の

男
性
に
多
く
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
脂
質

異
常
症
・
喫
煙
な
ど
の
原
因
を
抱
え
た
人

に
合
併
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

症
状
は
「
歩
く
と
足
が
し
び
れ
た
り
、

ふ
く
ら
は
ぎ
が
痛
く
な
っ
た
り
す
る
」、

「
足
が
い
つ
も
冷
た
く
感
じ
る
」
と
い
っ

た
初
期
症
状
か
ら
始
ま
り
、
悪
化
す
れ
ば

「
足
や
指
の
傷
が
治
り
に
く
い
」、「
指
が

黒
色
に
変
化
し
常
に
痛
い
(
壊え

し死
・
安あ

ん
せ
い静

時じ

痛つ
う

」
と
い
っ
た
も
の
ま
で
症
状
が
進
み

ま
す
。

　

治
療
は
、
初
期
で
あ
れ
ば
内
服
治
療
や

運
動
療
法
か
ら
開
始
し
、
喫
煙
が
あ
れ
ば

禁
煙
指
導
を
行
い
ま
す
。
症
状
が
進
行
し
、

壊
死
や
安
静
時
痛
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
血

管
の
狭
く
な
っ
た
部
分
に
カ
テ
ー
テ
ル
を

用
い
て
風
船
で
広
げ
た
り
、
ス
テ
ン
ト
と

い
う
金
属
の
筒
を
入
れ
る
手
術
や
バ
イ
パ
ス

手
術
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
他
、
最
近
で
は
血
管
新
生

療
法
な
ど
も
考
慮
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
最
も
大
切
な
の
は
「
禁
煙
」
と
言
わ

れ
て
お
り
、
他
に
足
を
清
潔
に
保
つ
こ
と

も
重
要
で
す
。
「
爪
の
変
形
」
や
「
水
虫
」、

「
外が

い
は
ん反

母ぼ

し趾
に
よ
る
靴
ず
れ
」
と
い
っ
た

足
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
該
当
し
心
配
な
方
は
、
一
度

か
か
り
つ
け
医
や
お
近
く
の
病
院
で
相
談

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

血
液
外
科
・
科
長斉さ

い
と

う藤　

貴た

か

あ

き明

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう
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開催予定のイベントは変更・中止になる場合があります。 最新の開催情報については各主催者へお問い合わせください。

92023

今
年
も
、
竜
洋
海
洋
フ
ェ
ス
タ
が

竜
洋
海
洋
公
園
内

「
し
お
さ
い
竜

洋
」
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
移
動

販
売
車
に
よ
る
地
元
の
特
産
品
な

ど
、
40
店
舗
以
上
が
出
店
し
ま
す
。

お
買
い
物
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て

抽
選
に
参
加
で
き
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
や
、
竜
洋
地
区
の
新
た
な
名
産

「
幸ゆ

き

え
び
」
の
エ
ビ
す
く
い
体
験
な

ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
友
達
や
ご
家
族
と
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

公
園
に
は
、
大
型
遊
具
や
展
望

台
、
芝
生
の
広
が
る
多
目
的
広
場

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
お
買
い
物
の

後
は
、
竜
洋
の
自
然
を
感
じ
な
が

ら
、
思
い
切
り
体
を
動
か
し
て
遊

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

４コマまんがの制作裏話

あれこれを絶賛公開中！

ぜひご覧ください　⇒⇒

鳴く虫展
「あれ松虫が鳴いている」 が歌い

出しの唱歌 『虫のこえ』 に登場

するマツムシ、 スズムシ、 コオロ

ギ、 クツワムシなどが勢ぞろい！

秋の夜長を鳴き通す虫たちを目

と耳でお楽しみあれ！

時

問

磐
田
市
特
産
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

磐
田
市
特
産
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

竜
洋
海
洋
フ
ェ
ス
タ
へ
出
か
け
よ
う
！

竜
洋
海
洋
フ
ェ
ス
タ
へ
出
か
け
よ
う
！

▲昨年の様子

「
幸
え
び
」
の
エ
ビ
す
く
い
体
験

「
幸
え
び
」
の
エ
ビ
す
く
い
体
験

▲竜洋海洋公園

開催中

施設ホームページ▶

１０月 15 日㊐まで （木曜休園）

午前９時から午後 5 時まで

（最終入園は午後４時30分まで）

竜洋昆虫自然観察公園

☎0538-66-9900

▲遊具広場

問

と　き / 10 月   2 8   日㊏ ※小雨決行

午前10時から午後3時まで

ところ / 竜洋海洋公園内「しおさい竜洋」周辺
　　　　　（磐田市駒場6866-10）

磐田市商工会　☎0538-36-9600　ＦＡＸ0538-35-4859
▲ホーム
ページ

▲インスタ
グラム
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「イワタフォトニュース」は広報紙未掲載の

記事も含めFacebookで公開しています。

左記2次元コードよりご覧ください。

7/24　

7 月 27 日㈭～ 30 日㈰の 4 日間、磐田市スポー

ツ交流の里ゆめりあサッカー場、 竜洋スポーツ公園

サッカー場で「2023 磐田 U-12 国際サッカー大会」

が開催されました。

今回で 7 回目となる本大会は、 4 年ぶりに海外

チームを招待しました。 全 12 チームで熱戦が繰り

広げられ、 夏の暑い日差しに負けない闘志あふれる

プレーに会場は盛り上がりました。

熱戦を繰り広げる選手たち

4 年ぶりに海外チームと交流7/27

姉妹都市で学ぶ異文化

大藤小学校で左口製茶の左口智
とも

規
のり

氏を講師に迎

え、 冷茶の淹れ方教室を行いました。

冷茶は熱いお湯を注いだお茶とは異なり、 アミノ

酸が多く抽出されて苦みが出にくくなり、 甘味を感

じます。

子どもたちは、 自分たちで淹れたお茶を飲むと

「いつも飲むお茶と味が全然違う」 などと感想を言

いながらお茶のおいしさを感じていました。

丁寧に茶葉に水を注ぐ児童

お茶の淹れ方を学習7/19

図書館のお仕事を体験8/5

図書館の貸出業務を体験をする児童

中央図書館で小学 4 〜 6 年生を対象とした夏休

み子ども図書館体験が実施され、 午前 ・ 午後の部

合わせて 18 人が参加しました。

子どもたちは、 普段は入れない閉架書庫などの

施設見学や、 図書の貸出、 返却業務を体験しました。

参加した豊岡南小 5 年の小島千晴さんは 「返却

された本を元の本棚に戻す作業が楽しかったです。

来年もまた参加したいです」 と話しました。

交換学生として磐田市を訪問しているマウンテン

ビュー市の高校生とマウンテンビュー市へ派遣され

る磐田市の高校生が草地市長を表敬訪問しました。

学生の派遣は、 1976 年のマウンテンビュー市と

磐田市の姉妹都市提携時から継続しており、 今回で

44 回目の実施となります。

磐田市の学生たちは 「磐田を世界に伝えていきた

いです」 と意気込みを話しました。

磐田市とマウンテンビュー市の交換学生たち
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「イワタフォトニュース」は広報紙未掲載の

記事も含めFacebookで公開しています。

左記2次元コードよりご覧ください。

市民文化会館 「かたりあ」 で静岡県高校ダンス部

コンテストが初開催されました。

このコンテストは、 部活動でダンスの練習を重ね

る高校生たちに目標を持ってもらう目的で開催し、

プロダンサーが審査員となり、 順位を決定しました。

当日は、 高校生たちの弾ける笑顔や躍動感のあ

るダンスがライトアップされたステージで競い合わ

れ、 観客からは大きな声援や歓声が上がりました。

生き生きとした表情でダンスをする生徒たち

県内高校ダンス部が競い合う8/9

令和 5 年度全国中学校体育大会剣道大会 女子個

人戦に出場する磐田東中学校剣道部の内田こころさ

ん、 内田いちのさんが教育長を表敬訪問しました。

こころさんといちのさんは姉妹で、 県大会決勝は

姉妹対決となりました。

こころさんは「ベスト 8 以上を目標に頑張ります」、

いちのさんは 「まずは 1 回戦を突破したいです」 と

意気込みを語りました。

（中央左から） 内田こころさん、 いちのさん

姉妹で全国の舞台へ8/7

市内に活力を与え、 地域活性化に結び付けること

を目的に、 「2023 いわた夏まつり花火大会」 が企

画され、 市内５カ所で花火が打ち上げられました。 　

竜洋地区では 「いわた夏まつりマルシェ」、 福田

地区では 「夜店市」、 ららぽーと磐田では 「ららぽ

で花火と軽トラ市」 が開催され、 大いに賑わいまし

た。 花火を見た人は 「綺麗な花火を見ることができ

て元気をもらいました」 と話していました。

夏の夜空を彩る磐田の花火8/26       

車いすで激しい試合をする選手たち

　
白熱したプレーに大きな声援8/12

アミューズ豊田で 「第 19 回磐田市長杯車いすツ

インバスケットボール大会」 が行われました。

この大会は東海地区 3 チーム、 関東地区 1 チー

ムが参加し、 トーナメント戦で試合が行われました。

会場では車いすの激しい激突、 華麗なシュート、

力強いドリブルなど、 選手たちの白熱したプレーが

展開され、 観戦者からは大きな声援や感嘆の声が

上がり、 大いに盛り上がりました。

夜空に大きく咲き誇る花火
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広島平和記念式典小中学校派遣事業は

今年で何回目？

① １０回目

② １1回目

③ １２回目

今月のプレゼント

　図書カード 1,000 円分　　　…10 名様 

7 月号の結果

答えは『②ピンク』でした。

（応募総数239通）

当選発表は賞品の発送をもっ

て代えさせていただきます。

【応募方法】　正解者の中から抽選でプレゼントが当たります。

10 月 17 日㈫までに、はがき （当日消印有効）、ＦＡＸまたは電子申請で、

クイズの答え、 住所、 氏名、 年齢、 電話番号、 広報いわたへの

ご意見を記入し、 広報広聴 ・ シティプロモーション課 （〒 438－

8650　国府台 3－1　FAX32－3946 ） へ ▲電子申請

広島平和記念式典小

中学校派遣事業に同

行しました。平和記念

公園は、さまざまな人

であふれていました

が、皆、平和への願い

は同じだと感じまし

た。派遣団の子ども

たちも、見るもの聞く

もの全てに真剣に向

き合っていて、私も含

め、多くを学ぶことが

できました。く

豊
田
西
保
育
園
給
食
メ
ニ
ュ
ー

豊
田
西
保
育
園
給
食
メ
ニ
ュ
ー

今
が
旬
の
鮭
を
使
っ
た
、
漬
け
て
焼
く
だ
け

の
簡
単
レ
シ
ピ
で
す
。

■作り方

① A をすべて混ぜ合わせる。

②　①に鮭を 30 分程度漬け、 中

に火が通るまでフライパンで

両面焼く。

1 人分当たり 【エネルギー 55kcal】  
たんぱく質　9g　脂質　2.1g　カルシウム　7 ㎎　鉄　0.2 ㎎　食塩相当量　0.1g

鮭
の
香
草
焼
き

鮭
の
香
草
焼
き

〜
人
気
献
立

〜
人
気
献
立
メ
ニ
ュ
ー
〜

メ
ニ
ュ
ー
〜

■材料（子ども4人分）

おろしにんにく ······1.2 ｇ

おろししょうが ·······２g

パセリ ················少々

食塩··················少々

オリーブ油 ···········小さじ 1/2

鮭 ····················4 切れ

                           (1 切れ＝ 40g)

Ａ

ま
だ
ま
だ
暑
く
、
食
欲
が
落
ち
た
時
で
も
、
簡
単
に
作

れ
て
、
食
欲
が
わ
く
メ
ニ
ュ
ー
に
す
る
た
め
、
香
味
野

菜
を
使
い
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
セ
リ
を
混
ぜ
て
焼
く
こ

と
で
、
一
味
違
う
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

タレとよくからめておく

ことで、 しっかり味が付

いておいしくなります

給食大好き！豊田西保育園給食大好き！豊田西保育園

おいしさアップの

ポイント！
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